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このガイダンスは、製品に付属しているドキュメ

ントおよび http://msdn.microsoft.com から 

ゕクセスできる Microsoft Developer Network 

(MSDN) と併用してください。 

 

はじめに 

概要 

「Visual Studio 2010 データベース プロジェクト ガ゗ド」をご覧いただき、ありがとうございます。 

このガ゗ドをお読みいただくと、Visual Studio 2010 でデータベース プロジェクトを使用するシナリオと手法を理

解し、Visual Studio をより効果的に利用して、その価値を最大限に高められるようになります。 

 

MSDN Web サ゗トで公開されているドキュメントでは、Visual Studio データベース プロジェクトの基礎知識と使

用法が解説されていますが、実経験から得られる、テクノロジの理想的な使用法についてのガ゗ダンスと推奨事項が

含まれていないことがあります。製品やプラットフォームの機能や制限により、目的を達成するために特殊な処理が

必要になることがあります。このガ゗ドは、MSDN で公開されている情報を補完して、Visual Studio データベース 

プロジェクトをより効率的に使用できるようにサポートすることを目的としています。 

 

このガ゗ドには、既存のソリューションのリバース エンジニゕリングや、ゼロから新しいソリューションを作成す

るなどの一般的なシナリオを提供しています。このようなシナリオは、ゕナリスト、ゕーキテクト、または開発者が

実世界で直面する課題です。なお、このガ゗ダンスは、製品の機能を詳細に解説することではなく、一般的なシナリ

オ、実用的なガ゗ダンス、およびチェックリストを提供することを目的としています。 

Visual Studio ALM Rangers 

このガ゗ドのコンテンツは、Visual Studio ALM Rangers のプロジェクトで作成されました。Visual Studio ALM 

Rangers は、Visual Studio 製品グループ、Microsoft Services、マ゗クロソフト MVP、および Visual Studio コ

ミュニテゖのリーダーで構成されたグループです。チームの使命は、不足している機能の既定外ソリューションとガ

゗ダンスを提供することです。 

 

このガ゗ドは、データベース プロジェクトに関して、マ゗クロソフトが定める "200 ～ 300 レベル" のユーザーを対

象としています (実環境における製品の機能を詳細に理解している、データベース プロジェクトの中級ユーザーから

上級ユーザーを対象としています)。主な対象読者ではありませんが、このガ゗ドには、データベース プロジェクト

の初心者や専門家の方々に役立つ情報も含まれています。 



Visual Studio 2010 データベース プロジェクト ガ゗ド 

 

Copyright ©2010 Microsoft Corporation  ページ 11 

 

一般的なガイダンス 

目的 

 Visual Studio データベース プロジェクトの理念の概要を説明する 

 このガ゗ドで紹介するトピックの概要を説明する 

 目的に応じて、読み始める場所を提案する 

 

概要 

Visual Studio データベース プロジェクトは、Visual Studio の標準プロジェクト テンプレートとして組み込まれて

いるので、データベース開発作業の管理を、組織が他の Visual Studio プロジェクトの種類のために確立したプロセ

スとワークフローに統合できます。その結果、組織では、より総合的な ALM プロセスを実現できます。 

 

注意 

新しい Visual Studio データベース プロジェクト (プロジェクトのダ゗ゕログ ボックスで [データベース 

プロジェクト] をクリックし、SQL Server の適切なバージョンをクリックすると表示されます) と、従来

のデータベース プロジェクト ([その他のプロジェクトの種類]、[データベース]、[データベース プロジェ

クト] を順にクリックして表示される場所にあり、一般的に、結合されていない .sql スクリプト フゔ゗ル

のコレクションのみを表します) を混同しないように注意してください。 データベース プロジェクト 

(.dbproj) は、従来のデータベース プロジェクト (.dbp) の後継プロジェクトで、Visual Studio 2010 で

使用できる唯一のデータベース プロジェクトです。以前のバージョンの Visual Studio では、データベー

ス プロジェクト (.dbproj) は、Visual Studio 2005 Team Edition for Database Professionals と 

Visual Studio Team System 2008 Database Edition のみに含まれていました。 

 

 

このガ゗ドは、5 つのトピック領域に分かれています。各領域は、プロジェクトで発生するデータベース ラ゗フサ

゗クルに合致したものになっています。 
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Visual Studio 2010 データベース プロジェクト ガ゗ドのトピック領域は、次のとおりです。 

 ソリューションとプロジェクトの管理: Visual Studio データベース プロジェクトのソリューションとプロ

ジェクトのフゔ゗ルを作成して管理する既定のエクスペリエンスです。ソリューションとプロジェクトの管

理のトピックでは、少数のメンバーで構成された開発チームや単純なデータベース構成のほとんどの機能要

件に対応するのに必要な情報を提供します。ただし、ソリューションとプロジェクトの構造を慎重に考慮す

ると、エンタープラ゗ズ環境の生産性の向上や適切な配置に大きな効果を発揮します。このトピックでは、

プロジェクトのセットゕップ方法や必要なプロジェクトの種類について説明します。 

 

 ソース コード管理と構成管理: ソースコード管理は、ゕプリケーション ラ゗フサ゗クルにおいてきわめて

重要な部分です。適切に計画しないと、サポート目的で、さまざまなバージョンのコードを管理するのが複

雑になる場合があります。同時に使用するバージョンの管理、ソース コード分岐、およびマージは、デー

タベース スキーマを含むゕプリケーションの変更を管理するうえで必要不可欠です。このトピックでは、

ソースコード管理、分岐、およびマージの推奨事項をデータベース プロジェクトに適用する方法について

説明します。 

 

 プロジェクト システムを使用した外部の変更: ソースコード管理と宣言を使用してデータベースを開発す

る方法を遵守するのが第一原則ですが、この規則を破らず、かつ管理されたデータベース モデルの環境か

ら離れずに、変更を組み込むための方法に取り組まなければならない場合があります。このトピックでは、

この原理の重要性と代替策が必要かどうかを判断する方法について説明します。 

 

 ビルドと配置: ビルドは、実際にプロジェクトを配置する前にだけ行う手順ではありません。ビルドは、プ

ロジェクトの整合性と品質を保つために、配置場所で繰り返し行う手順になる場合もあります。このトピッ

クでは、開発ワークフローにデータベースのビルドを統合する方法、ゕプリケーションの配置プロセスを向

上するさまざまな方法について説明します。具体的には、WiX (Windows Installer XML) を使用した自動

゗ンストーラー ベースの操作と手動の検証プロセスを行う方法を紹介します。 

 

 データベース テストの検証: Visual Studio の単体テストには、データベース ラ゗フサ゗クルで自動テス

トを使用してコードの品質を確保するための優れた方法があります。このセクションでは、この重要なデー

タベース開発の部分を簡単に作成して開発プロセスに組み込む方法について説明します。 
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データベース プロジェクトとデータベース アプリケーション プロジェクト 

(DAC) の違い 

Visual Studio 2010 では、データベース プロジェクトと共に、SQL Server データ層ゕプリケーション (DAC) と

いう新しいプロジェクトの種類が導入されました。この 2 つのプロジェクトの種類には、データベース スキーマを

サーバーに配置するという共通の目的がありますが、セマンテゖクスと処理は異なります。このガ゗ドでは、データ

ベース プロジェクトについてのみ説明します (DAC プロジェクトの機能については取り上げません)。ここでは、シ

ナリオに基づいて適切なプロジェクトを簡単に選べるようにするために、DAC プロジェクトのゕプリケーション ラ

゗フサ゗クルを概説し、DAC とデータベース プロジェクトの主な違いについてまとめました。 

 

DAC の一般的なラ゗フサ゗クルは次のとおりです。 

 DAC は、新規に作成および開発するか、既存の DAC パッケージから゗ンポートするか、Visual Studio 

2010 または SQL Server Management Studio で既存のデータベースからリバース エンジニゕリングし

ます。 

 開発が完了したら、開発者が DAC パッケージを作成します。DAC パッケージは移植性の高い XML フゔ゗

ルです。このフゔ゗ルでは、すべてのオブジェクトを定義し、SQL Server の゗ンスタンスが DAC をホス

トするために満たさなければならない条件を指定しているサーバーの選択ポリシーをサポートします。 

 データベース管理者は、SSMS を使用して、SQL Server 2008 R2 を実行している SQL Server の゗ンス

タンスまたは SQL Azure に DAC パッケージを配置します。 

 DAC パッケージのコピーは、MSDB データベースに格納され、今後参照したり、ゕーカ゗ブ目的のために

使用されます。 

 DAC プロジェクトのスキーマで変更が発生し、新しい DAC パッケージが作成されると、パッケージは再

度サーバーに配置されます。データが従来のスキーマを使用するデータベースに存在している場合は、デー

タをデータベースの新しいスキーマに移行および゗ンポートする必要があります。 

 

この 2 つのプロジェクトの種類の主な違いは次のとおりです。 

 DAC パッケージは、SQL Server 2008 R2 を実行している SQL Server ゗ンスタンスまたは SQL Azure 

にのみ配置できます。 

 DAC では、SQL Server オブジェクトのサブセットしかサポートされていません。詳細については、

MSDN の記事「データ層ゕプリケーションでサポートされている機能1」を参照してください。 

 DAC パッケージでは、既存のデータベースをゕップグレードできないので、必ずスキーマを変更した新し

いデータベースを配置します。サーバーに新しいデータベース スキーマを配置するときには、古いデータ

を新しいデータベースに移行する必要があります。 

                                                                        

1http://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/ee362013.aspx 

http://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/ee362013.aspx
http://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/ee362013.aspx
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 DAC プロジェクトには、サーバー プリンシパルのような特定の゗ンスタンス レベルのオブジェクトが直

接含まれます。オブジェクトは、一般的に、オブジェクトを使用するゕプリケーションの要件に準拠してい

ます。 

 DAC プロジェクトでは、SQL Server の゗ンスタンスが DAC をホストするために満たさなければならな

い条件を指定するサーバー選択ポリシーをサポートしています。 

 DAC プロジェクトをサーバーに配置すると、DAC ゗ンスタンスが作成されます。この゗ンスタンスは、

SQL Server Management Studio (SSMS) の特殊な機能を使用して簡単に制御できます。 

 

一般的な DAC プロジェクトは、小規模なデータベース プロジェクトを対象としています。たとえば、ISV で簡単

に使用して、共通の標準スキーマをサーバーに設定できます。データベースが頻繁に変更されず、DAC でサポート

されない機能やオブジェクトが不要な場合は、標準化された展開スキーマを使用することをお勧めします。DAC の

詳細については、MSDN の記事「データ層ゕプリケーションの概要2」を参照してください。 

 

一般的なシナリオ 

このガ゗ドでは、一般的なシナリオにおけるベスト プラクテゖスを紹介します。シナリオでは、組織に、小規模な 

IT 組織、専門のデータベース ゕプリケーション開発チーム、およびデータベース管理者が含まれるものと仮定しま

す。シナリオは、このガ゗ドを組織に適用する方法を理解していただくためのものですが、このシナリオとご使用の

環境が違っていても、ガ゗ドの有用性が損なわれるわけではありません。ここでは、主に Adventure Works サン

プル データベースを使用します。このデータベースは、Codeplex の SQL Server のサンプル セクション (英語)3 

から入手できます。 

 組織 

o IT チームが会社の Web ベースの販売システムを開発してサポートしている 

o データベース ゕプリケーション開発専任のチームを雇用している 

o 会社のデータベース ゗ンフラストラクチャをサポートするデータベース管理者を雇用している 

o 社内外のシステムを管理およびサポートする運用管理チームを雇用している 

 組織で使用している Visual Studio ソリューション 

o Visual Studio Web プロジェクト 

o Visual Studio データ ゕクセス プロジェクト 

o Visual Studio データベース サーバー プロジェクト 

o Visual Studio データベース プロジェクト (主なゕプリケーション データベース) 

                                                                        

2http://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/ee362011.aspx 

3http://www.codeplex.com/SqlServerSamples (英語) 

http://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/ee362011.aspx
http://www.codeplex.com/SqlServerSamples
http://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/ee362011.aspx
http://www.codeplex.com/SqlServerSamples
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o Visual Studio データベース プロジェクト (参照データベース) 

 組織に異なる Active Directory ドメ゗ンの複数の環境 (開発、テスト、および運用) がある 

 組織で同時に 3 つのバージョンのゕプリケーションを保持して使用している 

o 開発 (バージョン N + 1): ゕプリケーションの次のバージョンを含む開発環境 

o テスト (バージョン N): 運用環境に移行するゕプリケーションの次のバージョンを含む 

テスト環境 

o 運用 (バージョン N - 1): 現在リリースされているゕプリケーションのバージョンを含む運用環境 

 組織で Microsoft Team Foundation Server を使用してソリューションのソースを管理している 

 組織で゗テレーションとバージョンを使用してソース コードを分岐している 

 組織で自動テストを使用してゕプリケーションのビルドを確認している (データベース単体テストも含む) 

 組織で Microsoft Team Foundation Server のチーム ビルド機能を使用して、ゕプリケーションのビルド

と配置を自動化している 

o ゕプリケーションの開発環境がチーム ビルドの継続的゗ンテグレーションで更新されている 

o ゕプリケーションのテスト環境がスケジュールされたチーム ビルドによって更新されている 

o ゕプリケーションの運用環境が、より多くのチームと関係者によってビルドが承認された後に、 

運用チームが実行する制御された配置を通じて更新されている 

次の図について考えてみましょう。この図は、上記の架空の組織を表していて、この組織の環境、ゕクター、および

プロセス フロー間の関係を示しています。 



 

図 1: データベース ライフサイクルの一般的なシナリオ 



概要 

データベース プロジェクトの主要機能 

Visual Studio データベース プロジェクトで提供される機能は 3 つのカテゴリに分類できます。 
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データベースの変更の管理 

 データベース スキーマのバージョン管理: 完全な機能を備えたプロ

ジェクト システムでソースコード管理の統合 (SCC) を使用して、

データベース スキーマのオフラ゗ン開発の忠実度を最大限に高め

ます。 

 増分配置: データベース スキーマを複数のデータベースに配置し

て、ソース コードと異なるスキーマのみを更新します。 

 データとスキーマの比較: データベース、データベース プロジェ

クト、および dbschema (データベース プロジェクトのビルドに

よる主な出力の成果物) 間で、スキーマとデータを比較します。 

 スキーマ リフゔクタリング: 開発サ゗クルでデータベース スキー

マに繰り返し加えられる、共通する変更の確度を高めます。 

 

図 2: Visual Studio 2010 でソリューションと 

スキーマを表示した状態 

 

データベースの品質の管理 

 依存関係の検証と視覚化: 設計時とビルド時にプロジェクトを検証

して、データベース スキーマの一貫性と整合性を確保します。 

 静的コード分析: データベース スキーマ コードで設計、パフォー

マンス、および名前付けの問題を特定します。 

 単体テストとデータ生成: ゕプリケーション開発者が使用するのと

同じようなデータベースの単体テストを作成しながら、データ生

成機能を使用して、配置されたデータベース スキーマとデータを

テストおよび検証します。 

データベース開発ライフサイクル (DDLC) とアプリケーション 

ライフサイクル (ALM) の統合 

 単一の IDE: データベース プロジェクトのプロセスと開発者のエ

クスペリエンスに一貫性があるので、他の Visual Studio プロジ

ェクトと同じように、データ層の開発者がチーム ベースの開発 

ラ゗フサ゗クルに参加できます。 

 MSBuild とチーム ビルドを使用したプロジェクト ビルドの統合 

 Microsoft Team Foundation Server を使用したソースコード管

理の統合 
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データベース プロジェクトの概要 

Visual Studio 2010 Premium には、ゕプリケーションとデータベースに加えられた変更を管理する機能が用意さ

れています。データベース プロジェクトでは、次のことが可能になります。 

 データベース コードをオフラ゗ンで管理できます。 

 ゕプリケーション コードと同じまたは似たような方法でデータベースの成果物を管理できます。 

 共通のソース リポジトリでゕプリケーションのソース コードとデータベース コードを同時に管理できます。 

 統合された開発環境ですべてのコードを開発できます。 

 ソース コードとターゲット データベース間のデータベースの変更を統合するのにかかる労力が軽減されます。 

データベース プロジェクトの機能が使用できるのは 

 データベース プロジェクトの中核となるシステムは、Visual Studio 2010 Professional で使用できます。

そのため、Visual Studio 2010 Professional を使用している開発者は、Visual Studio 2010 Premium ま

たは Visual Studio 2010 Ultimate を使用して作成されたデータベース プロジェクトを読み込み、編集、

ビルド、および配置できます。 

 Visual Studio 2010 Premium と Visual Studio 2010 Ultimate には、データベースの変更を管理するの

に役立つ高度なデータベース ツールが含まれています。 

Visual Studio2010 Professional と Visual Studio2010 Premium のデータベース機能 

データベース プロジェクトは、Visual Studio 2010 のプロフェッショナル向け開発ツールの 1 つです。データベ

ース プロジェクトとその機能は、Visual Studio の 2 つのエデゖションで使用できるので、開発チームと配置チー

ムは、ニーズに合わせて適切なエデゖションを選択して、データベース ラ゗フサ゗クル全体をとおしてデータベー

ス プロジェクトを使用できます。 

各製品で提供される具体的なデータベース機能は、図 3 のとおりです。 
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図 3: Visual Studio データベース プロジェクトのサポート状況 

* Visual Studio Professional の SKU のラ゗センスでは、既存の単体テスト、静的コード分析のルール、およびデ

ータ生成計画しか実行されない場合があります。これらの機能は、開発者が Visual Studio Premium または Visual 

Studio Ultimate を使用して実装している必要があります。 

 

これらの機能は、複数のエデゖションの Visual Studio 2010 で使用できるので、チームは、複数のエデゖションの 

Visual Studio 2010 が混在する環境で、データベース プロジェクトを使用してデータベースの変更を管理できます。

そのため、Visual Studio Professional しか所有していないチーム メンバーが、データベース プロジェクトをビル

ドして配置することが可能になります。スキーマ リフゔクタリングなどの高度なデータベース ツールが必要なチー

ム メンバーは、Visual Studio 2010 Premium または Visual Studio 2010 Ultimate のラ゗センスを通じて、これ

らの機能を使用できます。Visual Studio 2010 では、Visual Studio 2010 Premium と Visual Studio 2010 

Ultimate で同じデータベース プロジェクトの機能を使用できますが、他の機能は Visual Studio Ultimate のバー

ジョンでしか使用できません。 

 

組織のニーズとプロジェクトにおける具体的な職務に応じて、担当する作業に適した Visual Studio のエデゖション

を選択できます。 
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次の表に、Visual Studio 2010 の各エデゖションで使用できるデータベース プロジェクトの機能とその動作を示し

ます。"実行のみ" となっている箇所は、成果物 (単体テストなど) を変更することはできませんが、実行して出力を

得られることを意味します。 

機能 Visual Studio 2010 

Professional 

Visual Studio 2010 

Premium/Ultimate 

スキーマ比較  
 

データ比較  
 

データ比較 実行のみ  

Transact-SQL リフゔクタリング 実行のみ  

Transact-SQL スタテゖック  

コード分析 

実行のみ  

データ生成 実行のみ  

Team Foundation Server の 

ビルド統合 

  

コマンド ラ゗ンからの配置 (VSDBCMD)   

 

Transact-SQL のコード作成 

データベース プロジェクトのシステムでは、Transact-SQL のコード作成とコード編集のエクスペリエンスが強化

されています。データベース プロジェクトでは、IntelliSense とコード スニペットの機能を備えた Transact-SQL 

エデゖターが提供されます。また、データベース プロジェクトで Transact-SQL デバッガーを使用することもでき

ます。Transact-SQL のコード作成エクスペリエンスは、SQL Server Management Studio (SSMS) に匹敵するく

らい機能が充実しているだけでなく、これらの優れた機能はオンラ゗ンとオフラ゗ンのデータベース開発で使用でき

ます。 
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図 4: 統合された IntelliSense により強化されたコード作成エクスペリエンス 

 

データベース プロジェクトの拡張機能 

データベース プロジェクトは、拡張可能なデータベース開発エコシステムです。拡張可能なものは次のとおりです。 

 データベース スキーマ プロバ゗ダー (DSP) 

o Visual Studio 2008 Team System Database Edition の場合: SQL Server 2000、SQL Server 

2005、SQL Server 2008 

o Visual Studio 2010 の場合: SQL Server 2005、SQL Server 2008、SQL Server 2008 R2 

o Visual Studio 2010 では、プロバ゗ダーはパブリックに拡張できます。 

 Quest Software で提供されている Visual Studio 2010 用 Oracle DSP プロバ゗ダー4 

(英語) 

 データベース プロジェクトのビルドと配置の拡張機能 

o ビルドと配置の拡張機能によって、外部ツールを開発プロセスにより緊密に統合して、新しい成果

物を生成し、配置計画をカスタマ゗ズできます。 

o Visual Studio 2010 では、データベース プロジェクトのビルドと配置をパブリックに拡張できま

す。 

 データベース プロジェクト機能の拡張性 

o コンテキスト ベースの機能の拡張性は、DSP プロバ゗ダーごとにサポートされます。 

o Visual Studio 2010 では、プロジェクト機能をパブリックに拡張できます。 

 機能の拡張性 

o 既存のツールと機能を拡張できます。 

o Visual Studio 2008 Team System Database Edition GDR 以降のバージョンでは、機能をパブ

リックに拡張できます。 

                                                                        

4 http://toadextensions.com/index.jspa (英語) 

http://toadextensions.com/index.jspa
http://toadextensions.com/index.jspa
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図 5: プロジェクトのシステムと機能の拡張 

 

図 6: データベース プロジェクトの拡張機能 

 

拡張機能の詳細については、MSDN の記事「Visual Studio のデータベース機能の拡張5」を参照してください。 

 

                                                                        

5 http://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/aa833285.aspx 

http://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/aa833285.aspx
http://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/aa833285.aspx
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ゕプリケーション開発とデータベース開発に 

おける開発と配置の技法の違いは、すべての 

運用データベースに本質的に備わっている 

データと操作状態に起因します。 

オフライン スキーマ開発 

これまで、多くの組織でデータベースを開発するときには、ソフトウェゕ開発プロセス以外のさまざまなプロセスが

伴っていました。たとえば、多くの場合、データベースの開発時には、運用中の開発データベースに変更を直接加え

て、後で参照できるように、その変更をスクリプトまたはドキュメントでキャプチャしようとしたことがあるのでは

ないでしょうか。このデータベースを使用する Web サ゗トでは、ASP.NET 開発者によって何度か変更が行われ、

ソースがなんらかのソース コード制御システムにチェック゗ンされるとします。Web サ゗トを QA 環境に移行する

準備が整ったら、Web サ゗トはビルドされて XCopy コマンドで QA 環境に配置されます。この際、データベース

の変更も移行する必要があるので、データベース管理者または開発者は、追加で作成したスクリプトを使用するか、

変更ドキュメントに記載された変更内容に基づいて変更を反映するスクリプトを作成し、QA 環境のデータベースを

更新して、すべての変更を反映します。Web サ゗ト ゕプリケーションの開発と XCopy コマンドによる配置は、デ

ータベースを手動で更新するゕプローチと大きく異なります。 

  

ゕプリケーション開発とデータベース開発における開発と配

置の技法の違いは、すべての運用データベースに本質的に備

わっているデータと操作状態に起因します。この操作状態に

は、データベースの構成、データベース スキーマ、セキュリ

テゖ設定、ゕクセス許可などが含まれます。データベースの

操作状況を変更するには、既存の状態をいくらか把握している

必要があるので、変更を行うには追加の作業が必要になる場合がほとんどです。データが存在することによって、デ

ータベースの変更プロセスが複雑になります。というのも、ゕプリケーションの開発時に変更が行われると、多くの

場合、データの移行、変換、または再読み込みが行われ、データベースのテーブルや他のデータ スキーマの状態に

影響を与えるためです。そのため、開発時の変更プロセスでは、組織にとっての整合性、価値、および実用性を脅か

す可能性がある変更から、運用品質のデータと操作状態を保護する必要があります。 

 

データにより課される制限、データベースの状態を管理する一般的な必要性、およびデータベースを変更するために

必要な特定のツールによって、多くの場合、組織はデータベース開発プロセスをゕプリケーション ラ゗フサ゗クル

管理 (ALM) の戦略に組み込むのに苦労します。このような状況により、ゕプリケーション開発ワークフロー プロセ

スの分割と （多くの場合は） 断片化が生じ、結果的に、組織のコラボレーション、効率、および敏捷性の低下を招

きます。  

 

この断片化されたプロセスは、一般的に、ソフトウェゕ構成管理 (SCM) の領域で発生します。データベース開発と

ゕプリケーション開発の SCM の手法を比較した場合、その主な違いは、データベースについて管理しなければなら

ない状態があるかどうかです。この状態を管理するためには、変更を反映するスクリプトを作成する必要があります。

このスクリプトでは、データベースで必要なスキーマと状態を特定するだけでなく、配置やリリース時に、データベ
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オフラ゗ン スキーマ開発では、繰り返しが可能

で柔軟性が高いプロセス主体のデータベース開発

ラ゗フサ゗クル (DDLC) を実現できます。 

ース (とそのデータ) を既存の状態から新しい状態に移行するのに必要な変更と変換も特定する必要があります。一

方、ゕプリケーション開発では、一般的に既存の状態はわずかしかないので、多くの場合、ゕプリケーションはリリ

ース時に新しいバージョンに置き換えられます。 

 

Visual Studio 2010 のデータベース プロジェクトでは、組

織の既存の SCM プロセスに簡単に統合できる方法でデータ

ベースの変更を効率的に管理するのに必要なツールが提供さ

れます。Visual Studio 2010 では、データベースのモデル表

現に基づいた、ネットワークに接続されていない宣言型のデ

ータベース開発環境が提供され、ソース コードでデータベース、オプション、およびスキーマを定義します。主な

成果物は、データベース プロジェクトの Transact-SQL スクリプト (ソース コード) で、他の Visual Studio プロ

ジェクトの成果物と同じ方法で、開発サ゗クル全体を通して管理およびバージョン管理されます。これは "オフラ゗

ン スキーマ開発" と呼ばれ、この方法により、繰り返しが可能で柔軟性が高いプロセス主体のデータベース開発ラ

゗フサ゗クル (DDLC) が実現されます。 

 

多くの組織では、バージョン N からバージョン N + 1 にゕップグレードできるように、データベースの変更を反映

するスクリプトの完全なゕーカ゗ブを保持していますが、このようなスクリプトは管理が難しく、実行する必要があ

る一連の操作と操作を個別に実行する場合を比較すると、後者では余分な手順が必要になります。次の図に、いくつ

かのリリースでバージョン管理されているテーブルの状態を示します。このテーブルには、データ型が VARCHAR 

で長さが 25 の description という新しい列がスキーマに追加されていますが、後で長さが 100 に変更されていま

す。 

 

図 7: データベースはデータベース ライフサイクルを通して変更される 

従来は、宣言型のデータベース スキーマを使用せずに、バージョン 1 からバージョン 3 への移行するには、次のタ

スクを実行していました。 

 バージョン 1 からバージョン 2 への変更を反映するスクリプトとバージョン 2 からバージョン 3 への変

更を反映するスクリプトを提供して、変更を適用します。この方法では、バージョン 1 とバージョン 2 の
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Visual Studio データベース プロジェクトの 

導入により、一部の開発者は意識を変える必要

に迫られ、少なくともプロセスやワークフロー

の変更が必要になります。 

いずれかを使用してデータベースを自由にゕップグレードできますが、以下のステートメントを使用してス

キーマを 2 回変更するオーバーヘッドが発生します。 

o ALTER TABLE dbo.Auction ADD description VARCHAR(25) 

o ALTER TABLE dbo.Auction ALTER COLUMN description VARCHAR(100) 

 バージョン 1 からバージョン 2、バージョン 2 からバージョン 3、およびバージョン 1 からバージョン 3 

への変更を反映するスクリプトを提供します。この方法では、実際の列の変更は 1 つのステートメントで

行われます。 

o ALTER TABLE dbo.Auction ADD description VARCHAR(100) 

しかし、この方法では、変更前と変更後のバージョンのすべての可能な組み合わせを考慮して、さらに多く

の変更を反映するスクリプトを管理しなければならなくなります。 

 

前述の手順と宣言型のデータベース開発を比較すると、後者で保持および処理しなければならないのは、最新の状態

のみです。変更は実際の新しいモデルから計算され、データベースに適用されます。 

 

データベース プロジェクトの導入により、一部の開発者は意

識の転換に迫られ (古い習慣はなかなか断ち切れません)、少

なくともプロセスやワークフローの変更が必要になります。

運用データベースを最新バージョンのデータベースと見なす

データベース ゕプリケーションを開発してきた開発者は、ソ

ース コードでデータベースに変更を加えるというソース コ

ード ベースのゕプローチを採用する必要があります。Visual Studio データベース プロジェクトでは、プロジェク

トとソース コードがデータベース スキーマの "唯一の真実" で、ゕプリケーション スタックの他の部分で開発者や

組織が既に使用しているような、SCM のワークフローを使用してプロジェクトとソース コードを管理します。デー

タに関しては、当然のことながら運用データベースが "唯一の真実" を保持していることになります。 

 

オフラ゗ン スキーマ開発は、実際のデータベースに接続されていない環境でソース コードを使用してデータベース

を作成および管理することに重点を置いたデータベース開発ゕプローチです。ソース コードは、既存のデータベー

スを変更する際の実装の詳細を定義することなく開発されます。スキーマはソース コードで宣言され、ソース コー

ドは開発ラ゗フサ゗クル全体を通してバージョン管理されます。また、データベース スキーマは、プロジェクト シ

ステムでモデル化され、テーブルやビューなどのデータ オブジェクトの構造と、ストゕド プロシージャや関数など

のプログラマビリテゖ オブジェクトが含まれます。 
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メモ 

データベース プロジェクトでは、ほぼすべてのオブジェクトと構文が認識されます。実行時にデータベース エンジ

ンでしか認識されない少数のオブジェクトと構文は除外されています。 

 

Visual Studio データベース プロジェクトでは、次のものを提供することで、オフラ゗ン スキーマ開発の環境を実

現しています。 

 データベース開発を管理するためにデザ゗ンされたデータベース プロジェクト (.dbproj) 

 スキーマがデータベースのドメ゗ン言語で定義された、宣言型の SQL 構文のサポート 

 ソースが、ソースとモデル間をラウンドトリップできる、データベース スキーマのスキーマ モデル表現 

 データベースのツールとデザ゗ナーをプログラムで操作できるスキーマ モデルの゗ンターフェ゗ス 

 データベースに対して実行することなくソースの整合性を保証できる SQL 構文とスキーマの依存関係の 

解釈および検証 

 ソースとターゲットのデータベースを比較して更新を反映するスクリプトを生成するスキーマの比較 

エンジン 

 後で実行する配置とスクリプトの生成を可能にするコンパ゗ルされたバージョンのデータベース スキーマ 

(.dbschema フゔ゗ル) 

 構成が異なるさまざまな環境に配置できる .dbschema フゔ゗ル 

 

次のシナリオでは、上記の一覧で説明した点を示します。このシナリオでは、Visual Studio データベース プロジェ

クトを使用せずに、3 つの開発の゗テレーション/リリースのサ゗クルにわたって複数層ゕプリケーションを追跡し

ます。このシナリオでは、単純なクラスがゕプリケーション層を表し、テーブルがデータ層を表します。 

 

バージョン 1 では、ゕプリケーション開発者が Customer という単純なクラスを定義し、データベース開発者が 

Customer という単純なテーブルを定義します。  

 

バージョン 2 では、Tom Smith という名前の顧客が複数いる可能性が非常に高いことが判明し、顧客の名前以外

に、顧客を一意に特定する方法が必要であると判断します。ゕプリケーション開発者が Customer クラスに Id メ

ンバーを追加し、データベース開発者が Customer テーブルに Id 列と主キーを追加します。ゕプリケーション開

発者が単純に Customer クラスを更新してチェック゗ンできる一方で、データベース開発者は、複数の ALTER ス

テートメントを記述して、新しい列と主キーを追加する必要があります。その結果、データベース開発者のコードで

は、Customer テーブルの実際の形が表されなくなります。Customer テーブルの実際の形は、最新の開発データ

ベース内に存在し、2 つのスクリプトに及んでいる可能性があります。元のテーブルを作成するスクリプト内にあれ
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ば、データベースを更新するスクリプト内にあるものもあります。データベース開発者が変更を加えて、新しいフゔ

゗ルをチェック゗ンします。 

 

メモ 

説明を簡潔なものにするため、このシナリオでは、変更をデータベースに追加するために必要なデータの流れは無視

します。  

 

バージョン 3 では、顧客をさらに区別する必要が生じ、一緒に事業を行い拡大する顧客を識別するために、顧客に

プロパテゖを追加します。このプロパテゖを実装するために、ゕプリケーション開発者は、Customer クラスに 

IsKeyCustomer という新しいメンバーを追加してチェック゗ンし、データベース開発者は、フゔ゗ルを 1 つ追加

し、別の ALTER ステートメントを記述して新しい列を Customer テーブルに追加します。データベース開発者は、

開発データベースを更新し、スクリプトを変更して、チェック゗ンします。 

 

バージョン 3 の時点では、次のようなプロジェクトの成果物が作成されます。 

 

 

図 8: 複数層のシナリオ - Customer.css 
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図 9: 複数層のシナリオ - データベース スキーマの変更 
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変更を反映するスクリプトに注目してください。このスクリプトは、すべての変更が 1 つの SQL フゔ゗ルにまとめ

られた形で構成されています。一般的に、変更を反映するスクリプトでは、変更を加える前に、予想されるスキーマ

条件を検証します。多くの場合、データを含むテーブルに変更を反映するには、データを移動するスクリプトが必要

です。すべてのデータベースのバージョンで、スクリプトを何度実行しても結果が同じになるように、ここでは追加

の作業を行う必要があります (下図参照)。 

 

 

図 10: 複数層のシナリオ - 何度実行しても結果が同じになるデータベース スキーマの変更を反映するスクリプト 
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データベース スキーマの変更を反映するスクリプトの管理には、いくつか問題があります。手動で行うので時間が

かかり、エラーが発生しやすく、時間の経過と共に変更バージョンの数が増加するにつれて複雑さが増します。また、

開発チームの敏捷性によって変更スクリプトの管理コストが増加するので、あまり拡張可能なプロセスではありませ

ん。さらに、オブジェクトを表示または参照するには、運用データベースに対して一連のスクリプトを実行して、デ

ータベース スキーマの゗ンスタンスを作成する必要があります。そのため、ソース コードではなく、データ スキ

ーマが "正しいこと" が開発データベースの前提条件となり、依存関係が増えることになります。また、開発データ

ベースと変更を反映するスクリプトで、ぞれぞれ 1 回ずつ、計 2 回の変更を加える必要があります。 

 

今度は、Visual Studio データベース プロジェクトを使用して同じシナリオを実行してみましょう。ゕプリケーショ

ン開発者が行う作業に変更はないので、データベース開発者の作業のみを説明します。 

1. バージョン 1 では、Customer という名前の単純なテーブルを定義します。 

2. バージョン 2 では、Customer テーブルの定義に Id 列と主キーを追加します。 

3. バージョン 3 では、Customer テーブルの定義に IsKeyCustomer 列を追加します。 

 

バージョン 3 の時点では、次のようなデータベース ソースが作成されます。 

 

 

図 11: 複数層のシナリオ – 最終的な Customer テーブル 

 

データベース開発者は、データベース エンジンで既存のオブジェクトを必要な形に変更する方法ではなく、ゕプリ

ケーションのバージョンに合わせてオブジェクトの形を定義します。ここで、次のように自問するかもしれません。

「既に Customer テーブルがあるデータベースに対して、どのように配置するのだろう」と。このような場合に役

立つのが配置エンジンです。前述のように、配置エンジンでは、スキーマのコンパ゗ルされたバージョンと、データ

ベースの配置先を比較します。差分エンジンでは、プロジェクトで配置するバージョンに一致するように、配置先の
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スキーマを更新するのに必要なスクリプトを作成します。次の図は、配置エンジンで生成された前述のシナリオの更

新を反映するスクリプトです。 

 

空のデータベースに配置すると、配置エンジンでは完全なスクリプトを生成します (以下の抜粋を参照してくださ

い)。 

 

図 12: 新しく配置するデータベースのテーブルを作成するスクリプト 
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たとえば、既存のバージョンのデータベースに配置する場合、バージョン 1.0 が実行されている運用環境では、以

下のような変更を反映するスクリプトが生成されます。 

 

 

図 13: 変更されたデータベースのサンプル テーブル スクリプト 

 

プロジェクトのスキーマを、スキーマのバージョンが異なる複数のデータベースに配置して、プロジェクトで定義さ

れているスキーマを統合できます。次の図に、配置時に発生する現象を示します。 
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図 14: データベース配置フロー 

 

配置時には、プロジェクトで定義されたスキーマ モデルとターゲット データベースで定義されたスキーマ モデル

が比較されます。次に、モデル比較の差分に基づいて、配置エンジンで配置計画が作成されます。  

 

メモ 

Visual Studio 2008 GDR から、VSDBCMD.exe という名前のコマンド ラ゗ン ツールから、配置エンジンにゕク

セスできるようになりました。このツールを使用すると、運用環境、Visual Studio を゗ンストールできない環境、

または゗ンストールされている Visual Studio ゗ンスタンスが運用環境にゕクセスできない環境で、スキーマの比較

と配置を簡単に実行できるようになります。 
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プロジェクトのソース管理されたバージョンが

データベース スキーマの真実で、"コンパ゗ル 

された" .dbschema フゔ゗ルが、特定の時点の

スキーマの青写真となります。 

配置計画がターゲット データベースに対して実行されるか、

配置計画がスクリプトに配置されます。これは、ターゲット 

データベースの変更を反映するスクリプトの作成が配置時ま

で遅延されることを表しています。この仕様により、スキー

マを 1 度ビルドするだけで、何度も配置できるようになりま

す。プロジェクトのソースコード管理されるバージョンは、

正しいデータベース スキーマを表し、"コンパ゗ルされた" .dbschema フゔ゗ルが、特定の時点のスキーマの青写

真となります。.dbschema フゔ゗ルは移動可能で、ゕプリケーション リリースのペ゗ロードに含めたり、ゕプリケ

ーション スタックの他の部分と共に配置できます。  

 

このことを考慮して、バージョン 1 からバージョン 3 のシナリオを再度見てみると、ゕップグレードを適用するバ

ージョンは、バージョン 1 と 2 のいずれでも問題ではありません。エンジンでは、現在の正しいソースであるバー

ジョン 3 の状態にするためのスクリプトが作成されます。また、バージョン 3 にゕップグレードした場合も、エン

ジンでは、データベースを再度バージョン 3 からバージョン 2 にダウングレードする配置スクリプトを生成するこ

とができます。 

 

推奨事項 

開発時と統合時には、配置をテストすることをお勧めします。事前に配置をテストすることで、ターゲット データ

ベースの゗ンスタンスに対して配置エンジンが実行する処理を理解できます。詳細については、テストと配置に関す

るセクションを参照してください。 

 

スクリプトを配置して、動作を確認してから、テスト環境でスクリプトを実行すると、開発の成果物を簡単に検証で

きます。また、テスト用のデータベース ゗ンスタンスにプロジェクトを配置してテストし、テスト ゗ンスタンスを

運用データベースまたは開発データベースのスキーマと比較できます。事前にテストすることにより、配置の実行を

最終的に自動化するために必要な確信を得られます。開発、テスト、統合、承認、運用前環境、運用など、複数の環

境を使用する場合は、実際の運用環境への配置が行われる前に、これらの環境に配置して、スキーマ配置の昇格をシ

ミュレートすることをお勧めします。詳細については、テストと配置の検証に関するセクションで説明します。 
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ソリューションとプロジェクトの管理 

 

目的 

 主要なエンタープラ゗ズ SDLC シナリオを実現する 

 規範的なソリューション/プロジェクトの構造と設定を使用する 

 

概要 

Visual Studio データベースのソリューションとプロジェクトのフゔ゗ルを作成して管理する既定のエクスペリエン

スでは、開発者個人の生産性向上を主要な目標とするのであれば、少人数の開発者チームが必要とするほとんどの機

能要件に対応できます。ただし、エンタープラ゗ズ環境では、ゕプリケーションの複雑さ、プロジェクトに携わる開

発者の人数、および SDLC プロセスの精巧さのすべてが、既定のエクスペリエンスで得られるメリットの低下を招

くおそれがあります。 

 

効率的なソリューション構造の特性 

ソリューションの構成と管理について綿密な戦略を立てると、ソリューションの潜在的な問題に対処するのに役立つ

だけでなく、チーム開発の迅速化にも役立ちます。効率的な手法では、次の主な問題に対処する必要があります。 

 機能コンポーネントの分離: 開発者は、コードを記述するオブジェクトを特定するために、直接体験して得

られる下位レベルのコードに関する知識を持っている必要はありません。社内ソリューションの構造は、実

用的な検出をサポートし、複数の開発者が個別のコンポーネントで作業を行ったり、個別のコンポーネント

を共有したり、使用したりするのに役立つ必要があります。 

 個別の品質基準と開発者の説明責任: ソリューションでは、完全な回帰テストや統合テストを実行するとい

う厳しい要件を課さず、個々の開発者が機能コンポーネントを個別にビルドして検証できるようにします。

これと同時に、継続゗ンテグレーション ビルドと完全なソリューションの配置を、増分変更に対して有効

にします。 

 個々の変更の制御と依存関係の管理: ソリューションの構造は、柔軟なソースコード管理の分岐/統合の戦

略、外部コードの依存関係の有効化、または他のプロジェクトと共有するコードの公開に役立つ必要があり

ます。 
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 リリースにまたがるソリューションの安定性: ソリューションの構造は、各リリースで比較的安定している

必要があります。新しいビジネス機能や機能コンポーネントの導入により、広範囲に及ぶコードのリフゔク

タリングが発生したり、ビルド定義やリリース計画を再検討したりする必要がないようにします。 

論理的なソリューションとプロジェクトの種類 

ゕプリケーション間および開発チーム間で一貫性を確保するため、ソリューションやプロジェクトを作成する時期、

目的、および使用方法に関するガ゗ドラ゗ンを確立します。Visual Studio データベースですべて明示的に定義され

ているわけではありませんが、このようなガ゗ドラ゗ンを確立する際には、次の論理的なソリューションとプロジェ

クトの種類について検討します。 

 

Visual Studio データベース プロジェクトのソリューション 

このソリューションでは、SSIS、SQLCLR、データを移動するスクリプト、単体テストなど、SQL Server ゗ンフラ

ストラクチャを検証するために配置または使用されるすべての関連コンポーネントを含む、ゕプリケーションのデー

タベース層を表します。 

 単一のソース分岐: Visual Studio データベースのソリューションは、単一の単位と見なされるように、特

定のソース コード分岐内に全体を配置するようにします。 

 外部依存関係とビルドの依存関係: データベース プロジェクトの構成要素であるプロジェクトのシーケン

スと依存関係は、ここで設定します。DBSCHEMA 外部フゔ゗ルの静的なコピーの収集など、ソリューショ

ン間の Visual Studio データベースの依存関係はソリューション レベルでも管理する必要があります。 

 環境の選択: 構成フゔ゗ルと構成パラメーターは、ソリューション レベルで設定します。 

 

サーバー プロジェクト 

ゕプリケーションが単一のサーバーと複数のサーバーのどちらを対象に作成されている場合も、この種類のプロジェ

クトを使用して、サーバーの設定と既定値、およびサーバー レベルのオブジェクトを標準化する必要があります。 

 ソリューション フォルダーにおける統合: すべてのサーバー プロジェクトは専用のソリューション フォル

ダーに移動して、簡単に識別したり、コードの開発時にビューに表示されないようにできます。 

 複数サーバーの構成: 大規模なゕプリケーションまたは分散ゕプリケーションは、複数の SQL Server ゗ン

スタンスへの配置が必要になる場合があります。サーバー プロジェクトをテンプレートとして使用するこ

とで、構成の一貫性を確保できます。 
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共有ソース プロジェクト 

Visual Studio データベースの重要な特徴は、他のプロジェクト用に開発したコードまたはリリース サ゗クルの早い

段階で完全に単独で回帰テストを行ったコードを活用できることです。共有ソース プロジェクトのオブジェクトは、

後で、複合プロジェクトとして使用されるか、部分プロジェクト フゔ゗ルを通じて使用されます。 

 比較的静的なコード ベース: この種類のプロジェクトのオブジェクトは、他のプロジェクトのラ゗ブラリ

として使用されます。そのため、比較的成熟して安定したコードで構成されている必要があります。 

 静的コード分析に関する警告の解決: このプロジェクトでは、プロジェクトやコードを他の場所で使用する

前に、すべてのコード分析に関する警告を解決する必要があります。解決しないと、共有ソース プロジェ

クトで未解決のエラーや警告が、他のプロジェクトでも重複して発生することになります。 

 ビルドするが運用環境に配置しない: このプロジェクトのソリューションの設定は、テストを目的として、

デバッグ構成でビルドして配置するように設定する必要があります。ただし、この種類のプロジェクトは、

リリース構成の運用環境に配置しないでください。別のプロジェクトでコードが参照されると、コードは運

用環境に配置されます。 

 個別の単体テスト: 可能であれば、単体テストを実行し、問題が他のプロジェクトに拡大する前に、このプ

ロジェクトの他の品質基準を評価します。 

 ドメイン データの作成: ドメ゗ン データを作成するための参照テーブルと配置後に実行するスクリプトは、

後で再利用したり、下位プロジェクト間の一貫性を確保したりするために、個別のプロジェクトに統合しま

す。 

機能コンポーネントのプロジェクト 

基盤となるコンポーネントを個別のサーバー プロジェクトと共有ソース プロジェクトで定義した場合、すべてのコ

ンポーネントを一度に取得するための配置可能なコンテナーが必要です。この種類のプロジェクトは、既定の 

Visual Studio データベース プロジェクトと関連付けて、機能境界で分離できます。 

 配置可能な個体: このプロジェクトの出力は運用環境に配置します。 

 プロジェクト間参照の使用: このプロジェクトでは、確立されたコード ベースを上書きする形で機能また

は値を追加します。データベース間参照と共有コード ラ゗ブラリは、ここで使用されます。 

 アプリケーションの機能的な境界の確認: 1 つまたは少数の機能コンポーネントのプロジェクトにビジネス

機能要件をまとめられるできる場合があります。これは、特定のリリースに回帰の機能を含めるのに役立ち

ます。 

たとえば、同じデータベースにゕクセスする複数のゕプリケーションやワークフローが存在するとします。

個別のプロジェクトで、それぞれに必要なストゕド プロシージャ、ビュー、およびテーブルを実装する場
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合、単一のプロジェクトを編集、ビルド、回帰、および配置するときに他のプロジェクトに与えるリスクを

抑えられます。 

 テストの機能的な境界: 複数の開発者が同じコード ベースで作業をしている場合、ソリューション全体よ

りも小さなレベルで、コードの品質を検証して確認することが重要です。チェック゗ンの前に、コードの増

分変更と IDE でのローカル ビルドを簡単に回帰できるように、機能的なテスト ケースの対象範囲は、こ

の種類のプロジェクトに限定します。 

開発者によっては、チェック゗ン時に必要になる変更は最小限に抑えられる (変更が機能領域に限定され

る) のが理想的だと考える人もいるでしょう。この種類のプロジェクトの構造を使用することで、ソース 

コードのマージの必要性が軽減します。また、別の領域で同時に作業をしている他の開発者に影響を与える

可能性がある回帰を削減します。 
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ソリューションとプロジェクトの管理の SDLC シナリオ 

ソリューションを論理的なプロジェクトの種類で構成すると、エンタープラ゗ズ ソリューションや開発チームに付

随するロジステゖックな懸案事項に対処しやすい状態にあると言えます。 

 

大規模な開発チーム 

通常、開発チームの規模は、Visual Studio データベースのソリューションのサ゗ズとソリューションに含まれるオ

ブジェクトの数の指標になります。適切なソリューションの管理手法を使用すると、ソリューションに含まれるオブ

ジェクトの数が増加する傾向が見られます。上記の論理的なプロジェクトの種類には、開発者の生産性を向上するた

めに、次のような手法が用意されています。 

 作業していないプロジェクトをアンロードする: この手法では、大規模なソリューションが、小さな共有ソ

ース プロジェクトや機能コンポーネントのプロジェクトに、既に分解されていることを前提としています。

ソースコード管理の同期、ソリューションの読み込み時間、Visual Studio データベースのメモリの占有領

域、静的コード分析の実行時間、およびビルド/配置の実行時間は、開発者の生産性に悪影響を与えること

があります。 

 一度に実行できる変更の範囲を 1 つのプロジェクトとデータベース スキーマに制限する: ソリューション

の機能を適切に分離すると、複数の開発者がそれぞれ一度に 1 つのプロジェクトと、問題なければ 1 つの

データベースに専念して、簡単に同時進行で作業をすることができます。これは、本来、ソリューションが、

(オブジェクト型ではなく) スキーマを重視したオブジェクトの構成用に設定されていることを示していま

す。 

 ローカルの品質基準と説明責任を適用する: ビルド時の検証と単体テストでは、チェック゗ン前に IDE の

ローカル ビルドが正常に実行される必要があります。ただし、すべての開発者がすべてのコンポーネント

を毎回同期してビルドする必要があるのは実用的でないため、意図していない結果を回避するには、影響を

受けないプロジェクトをゕンロードする必要があります。また、プロジェクト レベルのソース コードのマ

ージで発生する競合、ビルドと環境の設定を軽減することもできます。 

 

共有コードのコントラクトと依存関係 

どのリリースでも、ソリューションのある場所でコードが変更されたことが原因で、ソリューション全体の回帰が必

要となるのは望ましくありません。つまり、安定して再利用可能なコードは、他のプロジェクト、ソリューション、

およびチームで共有できるように分離する必要があります。 
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共有コンポーネントのコントラクトの公開 

他のチームやプロジェクトが依存するコンポーネントを管理する場合は、これらの依存関係の範囲を管理して、今後、

このようなコンポーネントを自由に変更できる裁量が必要になります。共有コントラクトの “サブスクラ゗バー” と

の下位互換性を確保する必要がある場合、重要な変更とのバランスを取るという課題を、重要な考慮事項として覚え

ておいてください。 

 

実際のところ、共有した成果物は、範囲とバージョンの管理の柔軟性が異なる公開されたコントラクトです。 

 ソリューション間のコントラクトに関する DBSCHEMA ファイル: 内部パートナーと外部パートナーによ

るフゔ゗ルの使用を考慮します。プロジェクト全体 (プラ゗ベート オブジェクトとパブリック オブジェク

トの両方) を使用する必要があるパートナーもいれば、一部のパートナーに渡す DBSCHEMA フゔ゗ルを

編集して、すべてのユーザーが使用できるストゕド プロシージャへの参照以外を削除する場合もあります。

これが、最も分離が進んだ形で共有コントラクトを公開して使用する手法で、ソリューションの構造外で唯

一使用可能な手法です。下位互換性は、バージョン管理されたリリースやソース コード分岐と関連付けら

れます。詳細については、MSDN の記事「他のデータベースを参照するデータベースのチーム開発の開始

6」を参照してください。 

 

メモ 

これは、Visual Studio に同梱されている DBSCHEMA フゔ゗ルを通じて、master データベースまたは msdb デ

ータベースで外部オブジェクトへの参照を使用するときに活用するパターンと同じです。 

 

 プロジェクト間のコントラクトに関する部分プロジェクト ファイル: ラ゗ブラリのユーテゖリテゖ関数、

一般的な゗ンストルメンテーション、監査、ログ記録、共有ドメ゗ン テーブル、データ作成スクリプト、

およびレプリケーションの発行者に関する情報を、部分プロジェクト フゔ゗ルで定義したマニフェストと

して共有する必要があります。部分プロジェクトの詳細については、次の MSDN の記事を参照して下さい。 

o チュートリゕル: 部分プロジェクトを使用したデータベース プロジェクトのパーテゖション分割7 

o 方法: 部分データベース プロジェクトを゗ンポートおよびエクスポートする8 

o 大規模なデータベースのチーム開発の開始9 

                                                                        

6http://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/dd193279.aspx 

7http://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/dd193248.aspx 

8http://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/dd172128.aspx 

http://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/dd193279.aspx
http://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/dd193279.aspx
http://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/dd193248.aspx
http://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/dd172128.aspx
http://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/dd193405.aspx#LimitationsOfPartialProjects
http://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/dd193279.aspx
http://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/dd193248.aspx
http://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/dd172128.aspx
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メモ 

複数の部分プロジェクト フゔ゗ルの定義または DBSCHEMA フゔ゗ルでサブスクラ゗バーが必要としているフゔ゗

ルを共有できます。定義済みのオブジェクトを変更する裁量をサブスクラ゗バーに与えない場合は、このオプション

を使用します。 

 

 

 

 

図 15: Visual Studio データベース プロジェクトの部分プロジェクトを使用する 

                                                                                                                                                                                                                                       

9http://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/dd193405.aspx#LimitationsOfPartialProjects 

http://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/dd193405.aspx#LimitationsOfPartialProjects
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 機能チーム用の複合プロジェクト: 作業と説明責任を分担するために、個別の機能チームまたは開発者が、

機能コンポーネントのプロジェクトを他のプロジェクトでも使用できるように配信します。これは最も簡単

に共有コントラクトを公開して使用する方法です。下位互換性はソース コード分岐の戦略と効率と関連が

あります。詳細については、MSDN の記事「チュートリゕル: 複合プロジェクトを使用したデータベース 

プロジェクトのパーテゖション分割10」と「複合プロジェクトの使用と制限11」を参照してください。 

 

図 16: Visual Studio データベース プロジェクトで複合プロジェクトを使用する 

 

共有コンポーネントのコントラクトの使用 

解決すべき重要な問題は、バージョン管理を関連付けるかどうかです。関連する品質基準を満たした修正済みのリリ

ース バージョンとエンド ツー エンドの安定性のいずれかを選ぶ必要があります。共有コードは、DBSCHEMA フゔ

゗ルやプロジェクト フゔ゗ルを参照したり、部分プロジェクト フゔ゗ルのマニフェストを利用したりすることで使

用します。 

 統合の効率: 複数のコンポーネントの開発作業を同時に進めている大規模な機能チームまたは複数の機能チ

ームでは、各コンポーネントが安定していることを前提とできる必要があります。使用する依存関係と (独

自に開発したコンポーネントの安定性を確保するため) 依存関係を使用するタ゗ミングを管理する場合、修

正した DBSCHEMA フゔ゗ルを使用します。緊密な統合が必要な場合は、共有コンポーネントまたは機能

コンポーネントのプロジェクト レベルで依存関係を使用します。 

                                                                        

10 http://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/dd193415.aspx  

11 http://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/dd193405.aspx#LimitationsOfCompositeProjects  

http://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/dd193415.aspx
http://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/dd193415.aspx
http://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/dd193405.aspx#LimitationsOfCompositeProjects
http://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/dd193415.aspx
http://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/dd193405.aspx#LimitationsOfCompositeProjects
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 公開するコンポーネントの品質に関する説明責任: これは本来は発行者が負うべき責任ですが、公開するコ

ンポーネントでは、(いかなる方法を使用した場合も) ビルド エラーおよびスタテゖック分析の警告/エラー

が発生しないことを保証できる必要があります。また、可能であれば、発行者はコードの品質を確認するた

めの単体テストやその他の対策を確保する必要があります。 

 

注 

プロジェクト フゔ゗ルや部分プロジェクト フゔ゗ルを参照するときには、これらのコンポーネントに内在

する問題は、参照元のプロジェクトでも問題になります。プロジェクトでエラーや警告を非表示にすること

は可能ですが、参照元に影響を与えない場合や、参照元を制御できない場合にのみ非表示にすることをお勧

めします。 
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ソース コード管理と構成管理 

 

目的 

 データベース プロジェクトにおける次の処理について説明する 

o ソース コード管理を統合する 

o 複数の環境を対象にした構成を用意する 

o データベース開発をサポートし、管理プロセスを変更する 

概要 

Visual Studio データベース プロジェクトのオフラ゗ンの開発手法が登場するまで、ソース コード管理とさまざま

なバージョンのコードの管理は、複雑で必須の処理でした。この手法について説明し、データベース プロジェクト

のさまざまなパラダ゗ムについて理解を深めるために、まず、Visual Studio のオフラ゗ンのスキーマ開発環境が提

供される以前に使用されていた、データベース コードによる管理方法について説明します。その後、データベース 

プロジェクトのメリットを比較する形で説明します。 

 

Visual Studio データベース プロジェクトが登場する以前のデータベース ソース コードの管理 

Visual Studio データベース プロジェクトが登場する以前に最も一般的なデータベース ソース コードを管理する手

法は次のとおりでした。 

1. 次の例に示すように、さまざまなオブジェクトの SQL スクリプトは、それぞれ個別のオブジェクト フォル

ダーに配置されます。 
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図 17: Visual Studio データベース プロジェクト以前のソースが管理されたデータベース プロジェクトの構造 

 

2. SQL スクリプトは、SQL スクリプトを配置する必要があるターゲット データベースの状態に基づいて作成

する必要があります。そのため、ターゲット データベースにストゕド プロシージャが既に存在していて、

そのストゕド プロシージャを編集する必要がある場合は、ストゕド プロシージャのスクリプトは、ALTER 

PROCEDURE ステートメントを使用するか、IF EXISTS (…) DROP PROCEDURE ステートメントを使用

してプロシージャを再作成する必要があります。テーブルについても同じ手順が必要になります。ターゲッ

ト データベースにテーブルが存在しない場合は、CREATE TABLE スクリプトを作成する必要があります。

ターゲット データベースにテーブルが存在する場合は、ALTER TABLE スクリプトを作成する必要があり

ます。 

 

注意 

上記のステートメントで対応するのは、スキーマの違いのみです。いくつかのリリースのデータを保持して

いたり、変更の影響を受けやすいオブジェクトを使用している依存オブジェクトが存在する場合、追加の処

理が発生し、スクリプトを作成および管理する必要が生じます。 詳細については、「オフラ゗ン スキーマ

開発」を参照してください。 
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オフラ゗ンのスキーマ モデルの開発に 

より、他の .NET コードのように、データ

ベース コードをシームレスに分岐および 

マージできる VSTF の機能が使用できる 

ようになりました。 

SSMS でゕド゗ンを使用していない場合、開発者またはデータベース管理者が、データベース サーバーに対して実

行するコードを作成し、コンパ゗ルして動作することを確認する必要があります。その後、開発者は、このコードを

ソース コードに配置する手順を実行し、先ほど説明した変更と移行に関するコードを作成して、ソースコード管理

にチェック゗ンする必要があります。 

 

まとめ 

データベース ソース コード管理は、ターゲット データベースの状態に左右されるため、このモデルを複数のリリ

ースで利用する場合、ソース コード管理の観点から見ると、ソース コード分岐を使用することはできません。これ

は、ソース コードの配置 (具体的には、結果として生成されるゕセンブリ) を、既存のランタ゗ム ラ゗ブラリと置

き換えて、実行フォルダーに XCopy できる、一般的なコード プロジェクトで使用される手法とは異なります。デ

ータベースを最初から構築しないで済むように、既存のデータベースのデータを保持する必要があるのは、分岐間で

移行を行う際に、配置の違いを確認するのに多くの時間を費やすか、またはソースコード管理システムの異なる分岐

間で、さまざまなスクリプトの順列を作成したりする必要があることの表れです。 

 

Visual Studio データベース プロジェクトを使用したデータベース ソース コード管理 

Visual Studio データベース プロジェクトにより、データベース ソース 

コードを管理する方法が変化しました。C# コードまたは .NET プログ

ラミングに従事しているデータベース開発者の方は、データベース プロ

ジェクトを使用したデータベース ソース コードの管理方法に関して、

これまでの方法と特に変わらないと思われる方もいらっしゃるでしょう。

データベース プロジェクトは、Visual Studio ソリューションの 

C#/.NET プロジェクトで、C# または .NET コードを構築して管理す

る場合と同じように機能するように設計されています。 

 

一般的に、データベース プロジェクトには、開発者が、配置先のターゲット データベースの状態に基づいて、デー

タベース コードを作成する必要がないという重要な特徴があります。データベース プロジェクトでは、配置時にス

キーマ比較エンジンを使用して配置を行います。これは、実際に、データベース コードをソース コード管理に統合

して管理するのに役立ちます。宣言型という Visual Studio データベースの性質を利用すると、他の .NET コード

の場合と同様に、データベース コードをシームレスに分岐およびマージできる Visual Studio Team Foundation 

の機能を使用できます。 
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複数のアクティブなリリースの同時管理 (分岐) 

端的に言うと、ソースコード管理は、特定の分岐のさまざまなバージョンのソース コードを格納することで、確認

のために過去のバージョンをロールバックしたり、特定のリリースにロールバックしたりできることです。さまざま

なバージョンを管理する大規模なプロジェクト (顧客によって異なるバージョンのソース コードを配置する ISV シ

ナリオなど) では、バージョンが 1 つに限定されます。多くの開発者は、コードを開発する際に、1 つのバージョ

ンのみを使用するという状況に慣れているため、データベース コードにも同じパラダ゗ムが適用されます。このよ

うな場合に、ソース コードの分岐とマージが役立ちます。 

 

分岐は、ソース コード管理システムでよく使用される用語です。分岐によってコードが分離されることで、チーム

は複数のバージョンのコードで同時に作業を行えます。Visual Studio Team Foundation Server で分岐を実現し

ている方法と分岐の使用方法の詳細については、MSDN の記事「Team Foundation Server におけるソース コー

ド管理の使用12」と ALM Rangers が提供している分岐に関するガ゗ド「Microsoft Team Foundation Server 

Branching Guidance13」(英語) を参照してください。 

 

Visual Studio プロジェクトとソリューションでソース コードを管理することに慣れていないデータベース開発者と

データベース管理者にとって、分岐は新しい概念でしょう。 Visual Studio データベース プロジェクトでは、ソー

ス コード管理を利用した、統合されたデータベース コード管理と開発エクスペリエンスが提供されます。  

さまざまな分岐の戦略については「Microsoft Team Foundation Server Branching Guidance13」(英語) を参照し

てください。 

 

分岐の観点から見ると、ソースコード管理では一般的に次の作業が必要になります。 

 データベース スキーマを分岐して、安定したデータベース スキーマまたは基準となるデータベー

ス スキーマ (最後に成功したビルドなど) に基づき、分離された領域を作成します。分岐操作では、

ソース分岐 (データベースの取得元) は親分岐と呼ばれ、ターゲット分岐 (分岐により生成され分

離されたコピー) は、子分岐と呼ばれます。たとえば、1 つのチームの分岐モデルは次のようにな

ります。 

                                                                        

12 http://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/ms364074(VS.80).aspx  

13 http://branchingguidance.codeplex.com/ (英語) 

http://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/ms364074(VS.80).aspx
http://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/ms364074(VS.80).aspx
http://branchingguidance.codeplex.com/
http://branchingguidance.codeplex.com/
http://branchingguidance.codeplex.com/
http://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/ms364074(VS.80).aspx
http://branchingguidance.codeplex.com/
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図 18: 単純なチームの分岐モデルの例 

 

 開発: 開発分岐では、機能の開発、新しいリリース (vN.N) に向けてのバグの修正、重大な変更の統

合のいずれであっても、すべての新規開発作業を分離します。この分岐は、新規開発に伴う作業の分

離、管理、安定化を実現するために設計されています。 

 メイン: メ゗ン分岐は、vN.N のリリース前に、統合されたすべての機能の最終的な安定化 (QA) を

行うために使用します。メ゗ン分岐では、できるだけ安定した状態を維持する必要があります。 

 

 特定の分岐内のデータベース プロジェクトは他の分岐と分離されているため、開発者はデータベース プロ

ジェクトに変更を加えることができます。 

 開発者は、親子関係にある 2 つの分岐間で、変更のマージを双方向に行えます。親分岐から子分岐へのマ

ージは、順方向統合と呼ばれます。子分岐から親分岐へのマージは、逆方向統合と呼ばれます。マージの関

係 (親分岐/子分岐の関係など) が存在しない 2 つの分岐間で、マージを作成することもできます。このよ

うなマージは、ベースレス マージと呼ばれます。ベースレス マージでは、ソース分岐とターゲット分岐間

でマージの関係を作成します。 

 上記の ALM Rangers の分岐とマージのガ゗ドラ゗ンを参照しながら、ガ゗ドラ゗ンのそれぞれの分岐の

計画について説明しますが、まずはメ゗ン分岐を取り上げます。メ゗ン分岐は、安定したデータベースを維

持することを目的としています。開発分岐は、すべてメ゗ン分岐の子分岐になります。 

 メ゗ン分岐は、子分岐である各開発分岐と頻繁に同期することをお勧めします。同期を行うには、メ゗ン分

岐から開発子分岐に、通常の順方向統合 (FI) のマージを実行します。 

 一方、ソース分岐のデータベースが安定しており、品質保証 (QA) の品質基準を満たしている場合は、逆方

向統合 (RI) のみ実行する (子分岐の開発分岐からメ゗ン分岐にデータベースをマージする) ことをお勧め

します。 
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 メ゗ン分岐を開発分岐と同期した状態を維持することで、メ゗ン分岐で行われた多数の変更を開発子分岐に

マージされる “ビッグ バン” マージの問題を回避できます。この問題が原因で、マージ処理を完了する前に、

解決しなければならないマージ競合が数多く発生します。 

 

注 

データベース プロジェクトを分岐したり、ソースコード管理に初めてデータベース プロジェクトを追加したりする

ときには、次のフゔ゗ルのバージョン管理は必要ありません。 

 <プロジェクト名>.dbmdl: このフゔ゗ルはキャッシュされたプロジェクト モデルです。ソースコード管

理しないことをお勧めします。IDE でプロジェクトを開いている間は、このフゔ゗ルに対して読み取り/書

き込みのゕクセス権が常時必要になります。キャッシュは、チームの開発者ごとに再構築する必要がありま

す。 

 <プロジェクト名>.dbproj.user: このフゔ゗ルは、分離した開発環境の配置設定のような、ユーザー プロジェクトの設

定に関するフゔ゗ルです。開発者は、設定フゔ゗ルを各自作成する必要があります。 

 Sql フォルダー: データベース プロジェクト配下にあるこのフォルダーには、ビルドの出力が格納されます。このデゖレ

クトリ内のフゔ゗ルでは、ビルド/配置を行うたびに、読み取り/書き込みの処理を実行する必要があります。 

 Obj フォルダー: データベース プロジェクト配下にあるこのフォルダーには、ビルドの一時的な出力が格納されます。

このデゖレクトリ内のフゔ゗ルでは、ビルド/配置を行うたびに、読み取り/書き込みの処理を実行する必要があります。 

 

 

推奨事項 

データベース プロジェクトで参照される .dbschema フゔ゗ルが、ソースコード管理で分岐または追加されるよう

に、データベース参照がバージョン管理されるようにします。 

データベース参照は、データベース プロジェクトの構成要素ではないため、データベース プロジェクトのソリュー

ション フゔ゗ルを開いても、参照しているデータベースの最新の .dbschema フゔ゗ルは取得されません。そのた

め、参照している .dbschema フゔ゗ルの最新のバージョンを取得して、ソリューションを頻繁にコンパ゗ルする必

要があります。 
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多くの場合、マージのソース分岐のフゔ゗ルに変更が加えられると、ターゲット分岐の対応するフゔ゗ルに変更が自

動的にマージされます。マージに含まれるソース分岐とターゲット分岐の同じフゔ゗ルに変更が加えられると、マー

ジ競合が発生します。変更がフゔ゗ルの別のセクションに存在する場合、マージ競合はツール (自動マージ) によっ

て自動的に解決されます。マージの実行者が、ターゲット フゔ゗ルを上書きする (ソース フゔ゗ルの変更を優先す

る) か、ソース フゔ゗ルを無視する (ターゲットのバージョンを維持する) かを把握していることがあります。ただ

し、マージ競合を解決するときに、手動による操作が必要になる場合があります。このような場合、Team 

Foundation Server では、マージ競合を解決する 3 とおりの方法を提示するウゖンドウを表示し、競合する変更を

示します。ユーザーは、ソース フゔ゗ル、ターゲット フゔ゗ル、およびマージ後のフゔ゗ルで、データベース コ

ードを確認できます。Visual Studio® 2010 では、競合の解決はモーダルな操作ではありません。この時点で、ユー

ザーは、ターゲット フゔ゗ルとソース フゔ゗ルのいずれかまたは両方で特定のデータベース コード行を選択して、

最終的な結果にマージできます。 

 

注意 

リリース間でデータベース プロジェクトをマージするときは、XML 構造のフゔ゗ルを確認してください。マ

ージは、フゔ゗ル比較ツールを使用して、慎重に実行してください。dbproj、dbschema、.sqlpermission 

などのフゔ゗ルは、XML 構造のフゔ゗ルです。ほとんどの場合、要素はソース フゔ゗ルとターゲット フゔ

゗ルで再構築されるため、XML フゔ゗ルのマージは困難な作業になることが多いです。 
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プロジェクト システムを使用した外部の変更の統合 

目的 

 プロジェクト システムがソースコード管理と配置にかかわる方法について説明する 

 データの複雑な移動シナリオの管理に使用できる技法を概説する 

 プロジェクト システムでサポートされない SQL オブジェクトを処理する 

概要 

Visual Studio データベース プロジェクトは、データベース開発に大きな進化をもたらしました。このプロジェクト

に備わっている 3 つの主な機能は、データベース開発を、プログラミング言語を使用する従来の開発に近付けるこ

とを目的に設計されています。 

 Visual Studio データベース プロジェクトにより、以前には対応する必要があったバージョン管理の問

題がなくなります (「オフラ゗ン スキーマ開発」セクションを参照してください)。 

 Visual Studio データベース プロジェクトのツールには、堅牢な配置エンジンがあります。これを使用

すると、データベース プロジェクトを、手動で管理する一連のスクリプト フゔ゗ルとしてではなく、

パッケージとして配置できます。 

 Visual Studio データベース プロジェクトには、単体テスト、リフゔクタリング、およびスキーマとデ

ータの比較を行うための高度なデータベース ツールも用意されています。 

 

データベース プロジェクトは成熟過程にある製品です。強力な機能は備えていますが、データベース プロジェクト

の機能を十分に活用するためには、プロジェクト システムから離れなければならない場合があります。これは、特

定の操作をすべてのシナリオに合わせて配置エンジンで自動的に対応できないターゲット データベース システムの

制限や、すべての操作やオブジェクトがプロジェクト システム内でモデル化できるわけではないという制限による

ものです。 

 

この状況を示すために、ここでは、次のトピックについて説明します。 

 複雑なデータの移動 

 サポートされないオブジェクト 
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まず第一に、外部の変更を行うことは必ず

しも悪いことではありません。データベー

スやサーバー プロジェクトで特定のオブジ

ェクトがサポートされない場合は、オブジ

ェクトを外部で管理する必要があります。 

外部の変更の管理 

外部の変更には、次の 2 種類があります。 

 データベース プロジェクトのスキーマ モデル外で発生するデータベースやデータベース スキーマの変更 

 データベースやデータベース サーバー プロジェクトに含まれないコード成果物 

 

.dbschema フゔ゗ルで表現されるスキーマ モデルは、データベース スキーマの青写真です。このフゔ゗ルにより、

配置中に他のモデルと比較することができます。プロジェクト システムでフゔ゗ルを細かく分割した成果物として

表現されるデータベースとサーバー プロジェクトは、ソース コード管理と統合するためのメカニズムです。 

 

外部の変更を行うことは必ずしも悪いことではありません。デ

ータベースやサーバー プロジェクトでサポートされないオブジ

ェクトは、外部で管理する必要があります。また、配置時にデ

ータの移動をより細かく制御する必要がある場合は、プロジェ

クト システムと格闘し、結果的に、スキーマ モデルやデータ

ベース プロジェクトの外側にあるオブジェクトを操作すること

になります。 

 

これらのシナリオでは、3 つの原理に準拠しようとしています。この原理は、既存のソースコード管理と配置機能を

できるだけ多く維持することを目的としています。また、シナリオでは、開発プロセスに自然な形で IDE エクスペ

リエンスを維持しようとしています。データベース開発でプロジェクト システムを効率的に使用するには、これら

の原理を、開発、保守、および配置を簡略化するための大きな柱として使用する必要があります。 
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原理 

 事前スクリプトと事後スクリプトでオブジェクト管理を行わない: データベース プロジェクトのシステム

でオブジェクトがサポートされていても、配置に関する決定が適切でないと判断する場合は、オブジェクト

を事前スクリプトと事後スクリプトで管理しなければならない場合があります。ただし、これは危険な方法

で、すべてのオブジェクトを事前スクリプトと事後スクリプトで管理する結果となる可能性があります。オ

ブジェクトをソースコード管理に追加する方法から一度外れてしまうと、プロジェクト システムでは、す

べての依存関係を追跡できなくなり、配置時に問題が発生することがあります。配置後スクリプトで列に゗

ンデックスを作成する場合は、これに該当します (これはデータベース プロジェクトのシステムでモデル

化されません)。同じ名前でモデル化された゗ンデックスが既に存在する場合は、ビルド プロセスで重複し

た名前を検出できないので、配置でエラーが発生します。 

 

 ソースコード管理を優先する: データベース開発者は、運用データベースをソースコード管理のマスター 

データベースと見なす傾向があります。これは、ゕプリケーション ラ゗フサ゗クル管理に完全に反してお

り、リフゔクタリングと単体テストの機能が使用できなくなります。データベース プロジェクトでは、こ

の原則を既定で回避できます。そのためには、プロジェクトを作成するときに、[ターゲット データベース

にあってデータベース プロジェクトにないオブジェクトに対して DROP ステートメントを生成する] チェ

ック ボックスをオフにします。 

このチェック ボックスをオフにすると、興味深い現象が生じます。配置時に、プロジェクト システム外に

あるオブジェクトが、テスト済みのコードと連動することが保証されなくなります。この現象をテストする

ための単純な方法は、外部キー リレーションシップを削除または変更してから、外部キーが設定されてい

た列の名前を変更します。プロジェクト システムから外部キーのフゔ゗ルの成果物を除外してから、テー

ブルの定義で列の名前を変更するのが自然な流れです。しかし、[ターゲット データベースにあってデータ

ベース プロジェクトにないオブジェクトに対して DROP ステートメントを生成する] チェック ボックスを

オフにすると、配置エンジンでは、テーブルだけが変更されるので、既存の外部キー リレーションシップ

によって配置でエラーが発生します。その結果、オブジェクトを事前スクリプトと事後スクリプトで管理す

ることになります。 

 

重要 

Visual Studio 2010 では、゗ンデックスと制約のみを削除する個別のオプションが導入されました。ただ

し、モデルが同期された状態を維持して、データベース管理者が定義した操作の゗ンデックスを削除しない

ようにする必要があります。また、テストに使用するモデルが運用システムに準拠するようにします。 

 

 IDE エクスペリエンスを維持する: 配置しないプロジェクト システムに構造の状態を作成したくなるよう

な状況がたくさんあります。これは複雑なデータの移動シナリオで見られます。このゕプローチは、"技術
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的には" 問題ありませんが、ソースコード管理において多くの悪影響が発生するおそれがあります。これは、

ソースコード管理に準拠するために加える必要がある変更が、長期に渡る開発サ゗クルに基づいているため

です。ほとんどの場合、運用環境に配置した後にも、プロジェクト システムに戻ってプロジェクトに変更

を加える必要があります。たとえば、データベース スキーマの変更を実際に配置する前に、データをある

バージョンから別のバージョンに移行する必要がある場合などが、これに該当します。やむを得ない場合も

ありますが、可能な限り、Visual Studio データベース プロジェクトを使用して、配置ツールのデータの移

動機能に準拠するようにします。 

 

推奨事項 

原理についての説明を読みながら、これらの原理が互いに密接な関係があり、すべての原理が同じステートメントを

支持していることに気付いた方もいらっしゃるでしょう。 モデルを主な正しいソースとして使用して、ほぼすべて

の成果物と変更がモデルで認識されるようにすることで、開発者、テスター、およびデータベース管理者の作業を簡

略化して、予期しない問題が発生することを防げます。 
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複雑なデータの移動 

外部の変更の管理における大きな課題はデータです。新しいバージョンが作成されたときに簡単に配置できる .NET 

ゕセンブリと比較すると、データベースの課題は、データベースの既存データを維持しながら、スキーマを変更する

ことです。 

 

既定では、[データ損失が発生する場合に増分配置をブロック] チェック ボックスがオンになっているので、通常、

この処理は配置時にすべてバックグラウンドで実行され、データ損失を防げますが、これは事前に準備しておくこと

をお勧めします。 

 

SQL Server の構文と実装の制限により、スキーマの変更を配置する前に、追加の作業を行わなければならない場合

もあります。たとえば、変更する属性の値に、既定値ではなく意味のある値を設定して、Null 許容型フゖールドを 

Null 非許容に変更するなどの作業が必要になります。 

 

これを実現する方法の 1 つは、配置前スクリプトをフックして、配置後に Null 非許容に変更する列のデータを収集

することです。このスクリプトにより、配置時に制約の規則が実行されるようになります。このトピックの最後で紹

介します。 

 

サポートされないオブジェクト 

データベース プロジェクトのバージョン履歴でサポートされないオブジェクトの一覧を確認すると、サポートされ

ていないオブジェクトがごくわずかしかないことに気付くでしょう。サーバー プロジェクトの導入により、大きな

一歩が踏み出されました。現在では、ほぼすべてのデータベース環境に対応できるようになっています。ですが、ま

だサポートされていないオブジェクトがいくつかあります。サポートされていないオブジェクトは、次のとおりです。 

 リレーショナルな成果物 

o セッションおよびグローバルの TEMPORARY TABLE (ローカルがサポートされます) 

o CREATE RESOURCE POOL  

o CREATE WORKLOAD GROUP 

o CREATE FULL TEXT STOPLIST (旧称、noisewords) 

o SQL ジョブ 

o レプリケーション 

 

 リレーショナルではない成果物 

o SQL Server Reporting Services (SSRS) レポート 
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o Integration Services (SSIS) パッケージ 

o Analysis Services (SSAS) の定義 (MODEL、DMX、MDX) 

 

 サポートされないオブジェクト オプション 

o 変更データ キャプチャ 

 

注 

Visual Studio 2010 では、変更追跡がサポートされます。スキーマの変更は配置の検証でブロックさ

れるので、変更データ キャプチャはサポートされません。 

 

o レプリケートされたテーブル – スキーマの変更は配置の検証でブロックされるので、サポートさ

れません。 

o STORED PROCEDURES の FOR REPLICATION – レプリケーション用に SQL Server で作成さ

れるレプリケーションのストゕド プロシージャはサポートされません。 

o CONSTRAINTS の WITH CHECK と WITH NOCHECK 

 

 

注 

制約は配置オプションで処理されます。GDR と GDR2 では、(SQL の既定値により) 必ず WITH 

CHECK を使用して配置されていました。今後、Visual Studio 2010 では、WITH NO CHECK を使

用して配置されるようになり、配置処理の最後にオプションで WITH CHECK を使用できます。 

 

o 3 部構成の名前による SQL Server にリンクしないサーバー (Oracle、Excel など) 

o TABLE – LOCK ESCALATION 

o ゗ンデックス オプション (MAXDOP、DROP_EXISTING、SORT_IN_TEMPDB) 

 

上記のとおり、データベース プロジェクトでモデル化されていないオブジェクトは、それほど多くありませんが、

これらのオブジェクトをサポートする必要性に迫られ、いつの間にか運用環境にいずれかのオブジェクトが含まれる

状況になることは十分にあります。 
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CLR アセンブリ 

このオブジェクトの種類は、SQL Server 2005 で導入され、中期および長期間にわたって拡張プロシージャの代わ

りを務めてきましたが、現在 (SQL Server 2010) および次期バージョンの SQL Server では、その重要性が、さ

らに高まることが予想されます。SQL Server で CLR の成果物を統合する詳細については、MSDN の記事「SQL 

Server の CLR 統合の概要 (ADO.NET)14」を参照してください。SQLCLR ゕセンブリは、プロジェクトの種類自体

が異なるので、データベース プロジェクト外で作成されてビルドされますが、プロジェクト システムでは、

SQLCLR ゕセンブリの存在に関する情報を把握している必要があり、オブジェクトが変更された場合は、多くの依

存関係が生じる可能性があります。そのため、スキーマで変更が発生した場合には、完全な配置と増分配置の間も、

オブジェクト間のリレーションシップとビルドの順序を追跡する必要があります。データベース プロジェクトの最

初のリリースではサポートが制限されていましたが、現時点では、SQLCLR ゕセンブリは、ネ゗テゖブな成果物に

なっています。SQLCLR ゕセンブリには、プロジェクト参照を使用する .NET プロジェクトを含められるようにな

りました。その結果、プロジェクト システムは、発生したすべての変更を簡単に認識して、依存ツリーを優先でき

るようになりました。 

 

 

 

                                                                        

14 http://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/ms254498.aspx  

http://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/ms254498.aspx
http://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/ms254498.aspx
http://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/ms254498.aspx
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Visual Studio データベース プロジェクトでビルドと配置を自動化する 

 

目的 

 データベース プロジェクトが、対話型のローカル ビルドから複数環境にわたる自動化された配置に及ぶ 

さまざまなシナリオで、どのようにビルドおよび配置されるかを解説する 

 現時点でデータベース プロジェクトでサポートされていないシナリオに対処する方法、ビルドと配置に関

連する一般的なタスクと潜在的な問題について説明する 

 開発、ビルド、および配置のプロセスを示す 

 

概要 
従来、データベース コードのパッケージ化と配置は、複雑な手動によるプロセスで、開発者とデータベース管理者

の間で密接な連携が必要でした。 

 

通常、このプロセスでは、特定のターゲット データベースに必要な SQL オブジェクトを特定したり、データベース

に "修正プログラムを適用" して SQL コードを最新の状態にするための更新スクリプトを作成したりします。多くの

場合、このデータベースの更新スクリプトは、開発者が手動で作成し、変更が悪影響をもたらさないかどうかデータ

ベース管理者が注意深く検証します。 

 

「一般的なガ゗ダンス」で言及した一般的なシナリオのように、複数のテスト環境 (開発、検証テスト、受け入れテ

スト、パフォーマンス テストなど) を使用する組織で、問題のないビルドが次の環境に昇格されるというプロセス

を採用している場合、単一の更新スクリプトでは、あらゆる環境における想定内と想定外の相違点を十分に調整でき

ないため、新しい開発コードを状態が異なるさまざまなデータベースと同期するプロセスがさらに複雑になります。 

 

データベース プロジェクトは、データベースのビルドと配置のワークフローを簡略化するよう徹底的に設計されて

います。このため、開発者は、既存の状態について考慮することなく、必要なデータベース スキーマの形に集中し

てコードを記述することが可能です。 
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データベース プロジェクトの対話的なビルド 

 

Visual Studio データベース プロジェクトは、他の種類のプロジェクトと同じようにビルドできます。C# などの、他

の種類のプロジェクトで使用できるビルド オプションはデータベース プロジェクトでも使用可能です。ただし、バ

ックグラウンドで行われる "ビルド" プロセスは、他の特殊なプロジェクトと同様に、Visual Studio データベース プ

ロジェクト固有のものです。 

 

データベース プロジェクトのモデルの検証 

Visual Studio Team System 2008 Database Edition GDR R2 以前では、データベース プロジェクトのスキーマ 

モデルの保存と検証には、デザ゗ン データベースが使用されていました。デザ゗ン データベースは、データベース 

プロジェクト (.dbproj) を開くときに動的に作成され、プロジェクト システムでは、プロジェクト システムのバッ

クグラウンドで動作しているデザ゗ン データベース (既定では SQL Server 2005 Express) にスキーマ モデルが保

存されました。データベース スキーマのバージョン管理が行われるたびに、変更はこの運用データベース ゗ンスタ

ンスに対して検証され、すべてのエラーが Visual Studio のエラー一覧に即座にレポートされるようになっていまし

た。たとえば、定義されていない変数を使おうとすると、エラー一覧に即座にエラーが表示されました。 次に、こ

のエラーの例 (Visual Studio 2008 Database Edition) を示します。 

 

 

図 19: 検証データベースを使用する従来のプロジェクトの動作 
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重要 

Visual Studio では、プロジェクト システムのデータベース スキーマ モデルの保存と検証に、ラ゗ブ デ

ザ゗ン データベースを使用しなくなりました (これは Visual Studio 2008 GDR R2 のリリースからの変

更で、Visual Studio 2010 でも引き続き採用されています)。代わりに、データベース スキーマ モデルは 

SQL Server CE データベースに保存され、検証は、製品の検証エンジンによってデータベース スキーマの

メモリ内のモデルに対して実行されます。 

  

これは、製品のゕーキテクチャに関する重要な変更で、以前のゕーキテクチャでは不可能だった多くのシナリオが可

能になりました。データベース スキーマ モデルは、データベース スキーマ プロバ゗ダー (DSP) によって実装され、

拡張可能です。このため、SQL Server 環境で作業する場合は SQL100 DSP を使用し、Oracle 環境で作業する場

合は ORA11 DSP を使用することになります。このゕーキテクチャによって、開発環境にメジャー リリースがなく

ても DSP モデルを追加および提供することが可能になります。さらに DSP モデルは、単一の .dbschema フゔ゗

ルにコンパ゗ルしたり、他のプロジェクト機能で使用したり、他の開発チームと共有したりできるようになりました。

データ サービス プロバ゗ダーの拡張性については、「Visual Studio のデータベース機能の拡張15」を参照してく

ださい。 

 

このモデル ベースのゕーキテクチャでは、完全な非接続型のデータベース開発環境で作業することになります。プ

ロジェクト システムから運用データベースへの接続は制限され、ターゲット データベース ゗ンスタンスに変更を

゗ンポートまたは配置したり、ターゲット データベース ゗ンスタンスと比較したりするときにのみ接続が可能にな

ります。データベース スキーマの開発時、検証はプロジェクト システムで発生する変更基づいて対話的に実行され

ます。また、スキーマが変更されていないときにはゕ゗ドル状態に基づいて検証が対話的に実行されます。 

 

                                                                        

15 http://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/aa833285.aspx  

http://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/aa833285.aspx
http://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/aa833285.aspx
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スキーマの検証は、リソースを集中的に使用するプロセスで、すべてのトップ レベルのオブジェクト、オブジェク

ト間のすべての参照、およびオブジェクトとオブジェクトを構成する子オブジェクト間のほとんどの依存関係を検証

することに重点を置いています。一般的なデザ゗ン時の問題を見つけるための追加の検証もありますが、すべての問

題を検出することはできません。 

 

留意事項 

スキーマ検証の粒度は、以前のゕーキテクチャとは異なります。検証の観点では、GDR とそれ以前のバー

ジョンの間にある最も重要な違いは、プログラマビリテゖ オブジェクト本体 (関数とストゕド プロシージ

ャ) の検証機能がないことです。プログラマビリテゖ本体において、オブジェクト検証は、開発者の対話的

なユーザー エクスペリエンスのパフォーマンスに影響しないよう、最小限に保たれています。ステートメ

ント本体で実行される検証のほとんどは、参照されるすべてのオブジェクトとその子オブジェクトが完全に

解決されるようにするためのものです。コードは解析され解釈されますが、すべてが完全に検証されるわけ

ではありません。実際、GDR を使用すると、上記の例のエラーはデザ゗ン時ではなく配置時に検出されま

す。Visual Studio 2010 では、データベース プロジェクトにより、デザ゗ン時の検証機能が拡張され、宣

言されていない変数が検出されるようになりました。 

 

次のシナリオでも、同じ問題による配置のエラーを示しています。 
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サンドボックス データベースに配置する

と、他の環境への配置を行ううえで確信を

持てることにもつながります。重要なの

は、早期に配置して、配置を頻繁に検証 

することです。 

 

図 20: 特定の検証エラーは配置時にのみに検出される 

 

推奨事項 

この変更を踏まえると、配置時にしか検出されないエラーを運用環境への配置前に検出するためには、試験配置を行

うことがどれだけ重要かおわかりになると思います。通常、開発中には、データベース スキーマに単体テストを実

装するたびに試験配置を何度も行います。 

 

サンドボックス データベースに配置すると、他の環境への配置を行ううえで確信を持てることにもつながります。

また、統合中には、多くの環境でサンドボックス データベース

への配置が実行されます。たとえば、統合データベースは、1 

日の終わり、または継続的゗ンテグレーションを使用している

ときはチェック゗ンによってビルドと配置が開始された後に、

作成または更新できます。また、必要に応じて、デザ゗ン時に

定義されていない変数を確認するために、カスタムの静的コー

ド分析規則も実装することもできます。重要なのは、早期に配

置して、配置を頻繁に検証することです。 
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データベース プロジェクトのモデルのコンパイル 

データベース プロジェクトは、Visual Studio で [ビルド] メニューの [<プロジェクト名> のビルド] をクリックする

だけでコンパ゗ルできます。 

 

データベース プロジェクトをコンパ゗ルすると、データベース モデルが完全に検証およびシリゕル化さ

れ、.dbschema が生成されます。 

 

コンパ゗ルのフローは次のとおりです。 

1) データベース プロジェクトがメモリに読み込まれる (ビルド出力: "プロジェクト フゔ゗ルを読み込んでい

ます") 

2) データベース プロジェクト モデルがビルドされる (ビルド出力: "プロジェクト モデルをビルドし、オブ

ジェクトの依存関係を解決しています") 

a. オフラ゗ンのスキーマ モデルがキャッシュ (存在している場合) から再作成されるか、プロジェク

トの .sql フゔ゗ルから構築される 

b. スキーマ モデルが解決され、すべての依存関係が確認される 

3) データベース プロジェクトがビルドされる (ビルド出力: "プロジェクト モデルを検証しています") 

a. データベースプロジェクトがビルドされる (ビルド出力:"プロジェクト モデルを検証しています") 

b. プロジェクト設定が処理され、出力パスにコピーされる 

c. 参照されるスキーマ モデルが出力パスにコピーされる 

4) .dbschema が生成される (ビルド出力: "<プロジェクト名> にモデルを書き込んでいます") 

a. スキーマ モデルがシリゕル化され、.dbschema フゔ゗ルにパッケージ化される 

b. 配置マニフェストが作成される 

c. 静的コード分析がビルドで有効になっている場合、分析が実行される。静的コード分析が手動で実

行されている場合、分析によってビルド (手順 1. ～ 4.) が開始されることに注意してください 。 

データベース プロジェクトをビルドすると、その出力で多くの成果物が作成されます。作成される成果物とその内

容の概要は、次のとおりです。 

- .dbschema ファイル: スキーマ モデルのシリゕル化された XML 表現で、データベースの青写真を表しま

す。 

- .deploymanifest ファイル: プロジェクト レベルの構成情報をすべて含むマニフェストで、データベース 

プロジェクト フゔ゗ル (.dbproj) を使用せずに配置できるようにするために必要です。このマニフェスト

は、MSBuild プロジェクト フゔ゗ルと構造が酷似している XML フゔ゗ルです。 
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- 配置前および配置後スクリプト: これらの別個のフゔ゗ルは、ターゲットを作成または更新するスクリプト 

(配置スクリプト) の前か後に実行されるスクリプトです。使用できる配置前スクリプトと配置後スクリプ

トは、それぞれ 1 つだけですが、これらのスクリプトに他のスクリプトを含めることは可能です。 

 

注 

データベース プロジェクトのみをビルドする場合、ターゲット データベースとの比較は実行されません。このため、

一度データベース プロジェクトをビルドしたら、何度でも必要なだけ配置できます。配置時には、差分スクリプト

か更新スクリプトが作成され、スクリプトは各ターゲット固有のものになります。 

 

データベース プロジェクトのプロパティ 

ビルド プロセスの動作は、データベース プロジェクトのプロパテゖで定義されます。出力デゖレクトリ (OutDir) 

など、他の種類の Visual Studio プロジェクトと共通しているプロパテゖもあれば、データベース プロジェクト固

有のプロパテゖもあります。 

 

プロジェクト設定は、データベース プロジェクトのすべてのビルド構成に共通しています。プロジェクト設定の概

要とプロジェクト設定がビルドに及ぼす影響の詳細については、「データベース プロジェクト設定の概要16」を参

照してください。 

 

配置前/配置後イベントの追加 

Visual Studio では、プロジェクトのプロパテゖ ページにある [ビルド ゗ベント] タブを使用して、ビルド前および

ビルド後の゗ベントを比較的簡単にフックできます。これを行うのは、データベース プロジェクトのビルド前また

はビルド後に操作を実行するためで、次のようなシナリオで便利です。 

 確実に同期するために、プロジェクト間でゕセット (.sql フゔ゗ル) をコピーする 

 ゕプリケーション モデルを更新するために別個のツールを実行する 

 

ですが、ビルドの概念は配置とは異なるため、多くの場合、データベース オブジェクトを使用するときには、配置

時になんらかの処理を実行する必要があります。そのため、配置前および配置後の゗ベントをフックする方法が必要

です。この方法は、次のようなシナリオに役立ちます。 

 データベースのメンテナンスを行うために SQL エージェント ジョブを開始する 

                                                                        

16 http://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/aa833291.aspx  

http://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/aa833291.aspx
http://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/aa833291.aspx
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 ETL プロセスを開始するために SSIS パッケージを開始する 

 

プロジェクトに配置前イベントと配置後イベントを追加する方法 

配置゗ベントは、プロジェクトのプロパテゖ ページでは直接公開されませんが、標準的な MSBuild フレームワーク

で配置゗ベントが定義されているので、プロジェクト フゔ゗ルを手動で更新してフックすることが可能です。 

 

用語の解説 

配置前/配置後スクリプトと配置前/配置後゗ベントを混同しないようにしてください。配置前/配置後スクリ

プトは、データベース プロジェクトのネ゗テゖブのプロジェクト システムに統合されているのに対し、配

置前/配置後゗ベントは、一般的なプロジェクト エコシステムの構成要素です。これらは組み合わせて使用

することが可能で、相互に排他的なものではありません。 

 

この手順は、次のように簡単でわかりやすいものです。 

1. ソリューション エクスプローラーでプロジェクト ノードを右クリックして [プロジェクトのゕンロード] 

クリックし、プロジェクトをゕンロードします。 

 

推奨事項 

プロジェクト フゔ゗ルは XML ベースで誤って破損しやすいため、プロジェクト フゔ゗ルの編集に慣れて

いない場合は、フゔ゗ル システムでフゔ゗ルのコピーを作成し、作業フゔ゗ルのコピーを保険として確保

することをお勧めします。 

 

2. 手順 1. の操作により、ソリューション エクスプローラー内のプロジェクト ノードが半透明な状態になり、

"(利用不可)" とマークされます。このプロジェクト ノードをもう一度右クリックして、[編集 <プロジェ

クト フゔ゗ル名>.dbproj] をクリックします。これにより、XML エデゖターにプロジェクト フゔ゗ルが

読み込まれます。 

 

3. 今度は PreDeployEvent と PostDeployEvent という Name 属性の Target 要素を追加します。  
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図 21: 配置イベントの Target 要素を追加する 

4. 変更したら、プロジェクト フゔ゗ルを保存して閉じます。その後、再度プロジェクト ノードを右クリック

して [プロジェクトの再読み込み] をクリックします。エデゖターが開いたままになっている場合は、保存

して閉じるかどうかを確認するメッセージが表示されます。保存して閉じることに同意すると、プロジェク

トがリロードします。 

 

5. これで、プロジェクトを配置して、配置前/配置後゗ベントが実行されるかどうかをテストできます。すべ

て問題なく機能している場合は、次のように出力ウゖンドウの 9 行目と 14 行目に配置前と配置後の゗ベ

ント メッセージが表示されます。 

 

図 22: 配置の出力メッセージの例 

6. これで、プロジェクトの配置前/配置後゗ベントにカスタム動作をゕタッチすることができます。 

 

注 

これらの゗ベントを作成するときには、MSBuild によって゗ベントに依存関係チェーンが作成されることを留意す

る必要があります。その結果として、配置は配置前゗ベントが正常に完了している状態に依存します。同様に、配置

後゗ベントも、正常に配置が完了している状態に依存します。 
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関連ファイルをビルドせずにプロジェクトに統合する 

シナリオによっては、ビルド プロセスに含めずに、SQL フゔ゗ルを作成したり、゗ンポートしなければならないこ

とがあります。この状態を実現するために必要なことは、"ビルド ゕクション" オブジェクト プロパテゖを [ビルド

内にありません] に設定するだけです。この設定により、ビルド プロセスから SQL フゔ゗ルが除外され (ビルド エ

ラーや警告が生成されません)、結果として生成される .dbschema から SQL フゔ゗ルが除外されます。つまり、

SQL フゔ゗ルのコンテンツは配置されません。 

 

また、新しいデータベース プロジェクトにデータベースが゗ンポートされるときに、警告やエラーが生成されるこ

とがあります。次に、一般的な警告とエラーを修復する方法についてのゕドバ゗スを示します。 

 

エラー/警告 修復方法 

コードでコンピューターや他のゕカウント

/ログ゗ンを参照している 

配置後スクリプトで、ドメ゗ンまたはコンピューター固有のログ゗ン

を処理する必要があります。複数の環境に配置する場合は、特定の環

境に固有のログ゗ンを削除するか、ユーザーの作成に WITHOUT 

LOGIN を使用する必要があります。 

無効なユーザーにゕクセス許可が与えられ

ている 

Database.sqlpermissions を更新して無効なユーザーを修正します。  

さらに変更が必要な場合は、refactoring を使用して、ゕクセス許可

の状態が既存のユーザーと同期されるようにします。 

複数のデータベースまたはサーバーを使用

するビュー、ストゕド プロシージャ、また

は関数がビルドできない (データベース A 

が、同じサーバーか異なるサーバーにある

データベース B のオブジェクトを使用して

いる) 

参照データベースまたは .DBschema フゔ゗ルに、データベース プ

ロジェクトへの参照を追加します。 

.DBSchema フゔ゗ルを参照する場合は、最新のスキーマの変更を含

めるようにします。最新のスキーマの変更を含めないと、参照オブジ

ェクトが不足している場合にビルドが失敗します。 

また、データベース参照では、大文字と小文字が区別されます。 

SQL コマンド/フゔ゗ルは、SQL Server 

では適切にコンパ゗ルされるが、Visual 

Studio ではコンパ゗ルできない 

 

これは一般的なケースではありませんが、既存のデータベース (XML 

や XQuery など) をリバース エンジニゕリングしているときに起こる

ことがあります。トレースを使用して、問題となっている SQL ステ

ートメントを特定します。必要に応じて、式を標準化または置換しま

す。操作のトレースは、レジストリ キーを追加することで実行されま

す。レジストリ キーを追加する方法の詳細については、「付録」セク

ションの「データベース プロジェクトのトレースの有効化」を参照し
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てください。 

3 部構成の名前の解決に関する問題 

TSD4001: オブジェクト名が無効です。デ

ータベース参照は未解決です。 

データベース プロジェクトでは、自己参照型の 3 部構成の名前をサ

ポートしませんが、変数とリテラルを使用して外部データベースへの

参照を解決することはサポートしています。17 

 

                                                                        

17 http://blogs.msdn.com/bahill/archive/2009/08/26/using-self-referencing-or-local-3-part-names.aspx (英語) 

http://blogs.msdn.com/bahill/archive/2009/08/26/using-self-referencing-or-local-3-part-names.aspx
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チーム ビルドによるデータベース プロジェクトのビルドの自動化 

開発速度が上がるにつれ、高品質の製品をより早く提供することが求められるようになりました。これはつま

り、.NET コードと同様に、データベース コードのビルドと配置にゕジャ゗ル開発の原理を適用する方法を考え始

める必要があるということです。開発速度が上がっても、新たなニーズを満たすために、その分だけ重労働になるは

本意ではありません。そこで、ビルド自動化が登場しました。 

 

チーム ビルドは Team Foundation Server のコンポーネントです。開発チームでは、このコンポーネントを使用

して、ゕプリケーションのビルド方法を制御したり、ゕプリケーションを自動化したりすることができます。チーム 

ビルドでは、5 とおりの方法でビルドを開始できます。ビルドの開始は、トリガーと呼ばれることもあります。チー

ム ビルドのトリガーは次のとおりです。 

 手動: ビルドを手動で開始する必要があります。 

 継続的インテグレーション: ビルドがチェック゗ンのたびに開始されます。詳細については、「Setting Up 

Continuous Integration with Team Build18」(英語) を参照してください。 

 ビルドのロール: ビルドは、チェック゗ンが行われ、数分経ってから開始されます。詳細については、

「Setting Up Continuous Integration with Team Build19」(英語) を参照してください。 

 ゲート チェックイン: ビルドは、正常に完了した場合にのみソース コード管理にチェック゗ンされます。

詳細については、「チェック゗ンの前に変更を検証するためにビルドを定義する20」を参照してください。 

 スケジュール: ビルドは特定の時間に開始されます。チェック゗ンが行われていなくても、ビルドが実行さ

れるかどうか判断するオプションもあります。詳細については、「How To: Set Up a Scheduled Build in 

Visual Studio Team Foundation Server21」(英語) を参照してください。 

データベース プロジェクトのビルドを開始するためには、どのオプションを実装すればよいのでしょうか。 

多くのプロジェクトでは、"継続的゗ンテグレーション ビルド" と "スケジュールされたビルド" の両方が構成されま

す。これ以降のセクションでは、この 2 つのビルドについて説明して、データベース コードの開発に役立てるうえ

で、両者が重要である理由を見ていきます。 

 

                                                                        

18 http://msdn.microsoft.com/en-us/library/bb668957.aspx (英語) 

19 http://msdn.microsoft.com/en-us/library/bb668957.aspx (英語) 

20 http://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/dd787631.aspx  

21 http://msdn.microsoft.com/en-us/library/bb668975.aspx (英語) 

http://msdn.microsoft.com/en-us/library/bb668957.aspx
http://msdn.microsoft.com/en-us/library/bb668957.aspx
http://msdn.microsoft.com/en-us/library/bb668957.aspx
http://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/dd787631.aspx
http://msdn.microsoft.com/en-us/library/bb668975.aspx
http://msdn.microsoft.com/en-us/library/bb668975.aspx
http://msdn.microsoft.com/en-us/library/bb668957.aspx
http://msdn.microsoft.com/en-us/library/bb668957.aspx
http://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/dd787631.aspx
http://msdn.microsoft.com/en-us/library/bb668975.aspx
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継続的゗ンテグレーション  

ビルドは、実行する数が多い 

ほど良いとされています。 

継続的インテグレーションを使用する場合 

継続的゗ンテグレーション (CI) を使用する場合について説明する前に、

CI について簡単にまとめましょう。CI は、既存のコード リポジトリに、

コードをチェック゗ンするたびに、個別の変更を統合、ビルド、および

テストするという手法です。 

 

CI の長所には、次のようなものがあります。 

 ビルド ブレークを検出できる 

 統合と配置に関する問題を早期に検出できる 

 特定のテストを実行できる 

 コードの昇格が自動化される 

 配置に関する問題を特定できる 

 重複する作業を自動化できる 

 関係者がプロジェクトの進行状況を把握しやすい 

 コード メトリックスのレポートを自動化できる 

継続的゗ンテグレーション ビルドの概念に関する詳細については、「Continuous Integration22」(英語) を参照し

てください。 

 

CI をデータベース プロジェクトで使用する理由 

端的に言うと、CI をデータベース プロジェクトの一部として使用する理由は、上に並べたような長所を活用するた

めです。ですが、データベース チームが CI を実装するのは簡単なことではありません。データベース チームは、

CI をゕプリケーション コードに統合することには対応できましたが、データベース コンポーネントを CI プロセス

に統合することには今も苦労しています。 

 

データベースは "ステートフルである" という点で問題を提起します。CI は、ステートレスなゕプリケーションでは

うまく動作します。というのも、ステートレスなゕプリケーションの場合、統合環境またはステージング環境で、以

前のバージョンのゕプリケーションが、それぞれの新しい CI ビルドと簡単に置き換えられるからです。ですが、多

くの場合、データベースでは、既存のデータを維持するため、現在のバージョンからゕップグレードする必要があり

                                                                        

22 http://martinfowler.com/articles/continuousIntegration.html (英語) 

http://martinfowler.com/articles/continuousIntegration.html
http://martinfowler.com/articles/continuousIntegration.html
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ます。このため、ゕプリケーションのデータベースの新しい CI ビルドを作成するたびに、各バージョンに必要な変

更が含まれるよう継続的にデータベースを更新する必要が生じます。 

 

データベース プロジェクトで 1 日の終わりに CI を使用すると、正常なチェック゗ン、ビルド、および開発サ゗ク

ルが行われた後に、統合環境とソース コード レポジトリの状態が同期できます。 

 

継続的゗ンテグレーションの詳細については、MSDN ラ゗ブラリの記事「How To: Set Up a Continuous 

Integration Build in Visual Studio Team Foundation Server”23」(英語) を参照してください。 

 

スケジュールされたビルドを使用する場合 

現在、開発チームで一般的に作成されているもう 1 つの種類のビルドは、スケジュールされたビルドです。スケジ

ュールされたビルドとは、スケジュールに基づいて、将来の特定の時間に開始されるビルドのことです。通常、スケ

ジュールされたビルドは、プロジェクトであまり作業が行われていないときに実行されるように定義されます (通常

は毎晩実行するように定義されます)。このため、スケジュールされたビルドは "夜間ビルド" と呼ばれることがあ

ります。 

 

CI ビルドとは対照的に、スケジュールされたビルドは、運用環境に配置されるものをより忠実に模倣します。夜間

ビルドは、次のいずれかの処理を行うために構成されます。 

 運用環境にリリースされていないデータベース プロジェクトを削除して作成し直す 

 運用データベースのコピーをゕップグレードする 

 

2 種類のビルドを使用する理由 

スケジュールされたビルドと CI ビルドの実行時間と継続時間には重要な違いがあります。通常 CI ビルドは、統合

環境を継続的に更新する中で、統合に関する問題をすばやく特定できるようにするための、簡単な検証を行うように

定義されます。その一方で、夜間ビルドは、より長く実行されるようにデザ゗ンされており、包括的な機能統合テス

トを追加で実行することや、実際の値を設定することによって、運用環境のゕップグレードにかかる時間が変わって

きます。ですが、夜間ビルドは、問題が特定されたときに開発チームが問題をすばやく修正できるくらいの頻度で実

行する必要があることには変わりありません。 

 

                                                                        

23 http://msdn.microsoft.com/en-us/library/bb668971.aspx (英語) 

http://msdn.microsoft.com/en-us/library/bb668971.aspx
http://msdn.microsoft.com/en-us/library/bb668971.aspx
http://msdn.microsoft.com/en-us/library/bb668971.aspx
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配置オプション 

データベース プロジェクトの配置方法についてのオプションを構成するには、データベース プロジェクト24 のプロ

パテゖを操作する必要があります。このためには、プロジェクトのプロパテゖの [配置] タブを使用します。 

 

図 23: データベース プロジェクトの配置オプションの構成 

 

[配置] タブでは、次のオプションが強調表示されています。 

 配置設定の構成25: 環境ごとに異なる設定を構成できます。使用できるオプションは次のとおりです。 

o マイ プロジェクトの設定: 設定はチーム全体と共有されます。 

o 分離開発環境26: 設定は個人の開発者のみのもので、その他のチーム メンバーとは共有されません。 

 配置動作: 配置動作が呼び出されたときに発生する処理の詳細を設定します。使用できるオプションは次のとお

りです。 

o 配置スクリプト (.sql) を作成します: 配置 SQL フゔ゗ルが配置手順として作成され、それ以外の処理

は行われません。 

o 配置スクリプト (.sql) を作成してデータベースに配置します: SQL スクリプトを作成し、配置構成フ

ゔ゗ルで定義されている構成設定に基づいて、スクリプトをデータベースに配置します。 

                                                                        

24 http://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/aa833291.aspx 

25 http://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/dd193254.aspx 

26 http://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/dd193409.aspx 

 

http://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/aa833291.aspx
http://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/aa833291.aspx
http://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/dd193254.aspx
http://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/dd193409.aspx


Visual Studio 2010 データベース プロジェクト ガ゗ド 

 

Copyright ©2010 Microsoft Corporation  ページ 74 

 

 配置構成ファイル: データベースを配置するときに使用される構成フゔ゗ルの詳細を設定します。単体テストで

は、このフゔ゗ルは app.config フゔ゗ルの AllowConfigurationOverride でオーバーラ゗ドできます。このオ

ーバーラ゗ドは、次の場合に使用します。 

o 複数の開発者が単体テストを実行し、それぞれがローカルにデータベースを持っている 

o 単体テストを実行し、異なるテスト データベースを持つビルド コンピューターが使用されている 

 

 この機能を使用する場合は、次の手順を実行します。 

o 単体テスト プロジェクトの app.config フゔ゗ルで「<DatabaseUnitTesting 

AllowConfigurationOverride="true" >」と入力します。 

o 単体テスト プロジェクトで新しい .config フゔ゗ルを作成します。フゔ゗ル名は次のいずれかにする

必要があります。 

 <コンピューター名>.dbunittest.config  

 <ユーザー名>.dbunittest.config 

o <DatabaseUnitTesting> を含めて、任意の接続文字列を定義します。 

o local.testsettings を開いて [配置] タブをクリックします。 

o 配置項目をクリックして有効にします。 

o 構成フゔ゗ルに追加します。 

 

図 24: 単体テストでの配置の有効化 

 

単体テストが実行されると、構成フゔ゗ルはテスト フォルダーに配置され、次の優先順位に基づいてテストで利用

されます。 

1. AllowConfigurationOverride が app.config で true に設定されているかどうかを確認します。 

a. 設定されていない場合: app.config が使用されます。 

b. 設定されている場合: オーバーラ゗ド セクションを探します。 

2. 単体テストが実行されると、オーバーラ゗ドの状態を確認します。 

a. オーバーラ゗ドがコンピューターに存在している (<コンピューター名>.dbunittest.config) 
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b. オーバーラ゗ドがユーザーに存在している (<ユーザー名>.dbunittest.config) 

3. どちらの .config フゔ゗ルも存在せず、AllowConfigurationOverride が true に設定されている場合、テ

ストは失敗します。 

 

配置のオプションを構成する方法 

データベースがビルドの構成要素として配置される方法を変更するには、次の手順を実行します。 

1. プロジェクトのプロパテゖで [配置] タブを選択します。 

 

 

図 25: ビルドの配置オプションの変更 

 

2. 上図の画面で、[マ゗ プロジェクトの設定] を選択します。ドロップダウン リストには 2 つのオプショ

ンが表示されます (下図参照)。[マ゗分離開発環境] を選択すると、ローカルの "サンドボックス" 開発

環境の設定を構成できます。このオプションを選択すると、自分の開発環境固有の設定を指定できます。

[マ゗ プロジェクトの設定] は、チームに共通の設定 (ビルド コンピューターで使用されるデータベース

構成設定など) を指定する場合に使用します。 

 

3. これで、データベース プロジェクトの配置設定を構成できるようになりました。 

4. [配置構成フゔ゗ル] の横にある [編集] をクリックします。 
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5. 配置構成フゔ゗ルのオプションが表示されます。 

a. 継続的゗ンテグレーション ビルドの場合は、[データベースを常に再作成する] チェック ボッ

クスがオフになっていることを確認します。CI ビルドでは、ビルドの速度を確保することが

重要です。速度が速ければ、変更のフゖードバックを開発者に適時提供することができます。

また、データベースを削除および再作成する必要性をなくすことで、コストが高い処理もビル

ドから取り除かれます。 

b. 夜間ビルドの目的は、運用環境への配置をシミュレートすることです。プロジェクトには次の 

2 種類があります。 

i. グリーン フィールドのプロジェクト (データベースが存在しないプロジェクト):  

[データベースを常に再作成する] チェック ボックスは必ずオンにします。このチェ

ック ボックスをオンにすると、ビルドでは、毎回データベースを再作成して、運用

環境への配置がシミュレートされます。 

ii. ブラウン フィールドのプロジェクト (運用データベースが現在存在しているプロジ

ェクト): [データベースを常に再作成する] チェック ボックスは必ずオフにします。

また、運用データベースのコピーが、ターゲット データベースとして使用され、デ

ータベースの配置が行われる前に既知の状態から復元される必要があります。この操

作により、データベースが運用環境に昇格されるときに発生する可能性がある問題を

特定できます。 

 

図 26: 配置オプションの指定 

 

 

 



Visual Studio 2010 データベース プロジェクト ガ゗ド 

 

Copyright ©2010 Microsoft Corporation  ページ 77 

 

チーム ビルドを作成する方法 

次に手順の概要を示します。 

1. チーム エクスプローラーの [ビルド] フォルダーから、新しいビルド定義を作成します。 

 

2. ビルド定義を設定してビルド プロセスを定義します。 

 

 

図 27: ビルド定義の設定 
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3. [プロセス] タブで、ビルド時に実行するテストを選択します。 

 

 

 

 

図 28: 実行するビルドのテストの指定 

 

4. テストを行う新しいビルドを保存してキューに入れます。 
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データベースへの配置 

生成されたスキーマ フゔ゗ル (.dbschema) は、Visual Studio データベースが既存のデータベースを比較および配

置するのに使用できます。これは、IDE とコマンド ラ゗ンから実行することができます。自動化されたシナリオを

実装する方法を解説する前に、"比較" 操作が行われるとき、バックグラウンドで何が起こっているかを見てみまし

ょう。 

 

比較操作のしくみは、次のとおりです。 

1) (.dbschema で表される) データベース プロジェクトとターゲット データベース両方のモデルが作成され

ます。 

2) この 2 つのモデルが比較され、差分が計算されます。この差分には、プロジェクトと整合性がある状態に

するためにターゲット データベースに反映する必要がある変更点がすべて含まれています。 

3) 差分は、配置エンジンによってターゲット データベースに適用されます。差分が適用されない場合、SQL 

の差分スクリプトが生成されます。 

 

 

図 29: データベースの配置フロー 



Visual Studio 2010 データベース プロジェクト ガ゗ド 

 

Copyright ©2010 Microsoft Corporation  ページ 80 

 

 

比較と配置を自動化するため、データベース プロジェクトには、MSBuild だけでなく、VSDBCMD というコマンド 

ラ゗ン ユーテゖリテゖのターゲットがあります (VSDBCMD については、次のセクションで説明します)。 

 

VSDBCMD に .dbschema フゔ゗ルとデータベースを渡すと、データベースを .dbschema と同期するために必要

なすべての SQL ステートメントを含む、増分の "差分" SQL スクリプトを生成できます。 

 

前提条件 

VSDBCMD を使用するには、コマンド ラ゗ン ユーテゖリテゖを実行するコンピューターに、いくつかの

前提条件となるものが゗ンストールされている必要があります。.NET Framework 4 など、゗ンストール

が必要なものもあれば、単にコマンド ラ゗ン ユーテゖリテゖと共にコピーするだけでよいものもあります。

前提条件の詳細については、MSDN の記事「方法: VSDBCMD.EXE を使用してコマンド プロンプトからデ

ータベースの配置を準備する27」を参照してください。 

 

次に、.dbschema フゔ゗ルをデータベースと比較して増分スクリプトを生成する例を示します。 

VSDBCMD.exe /a:Deploy /cs:"Data Source=MyServerName;Integrated 

Security=True;Pooling=False" /dsp:Sql 

/model:c:\AdventureWorks\AdventureWorks.dbschema /p:TargetDatabase= 

AdventureWorks /p:SqlCommandVariablesFile= 

c:\AdventureWorks\Properties\Database.sqlcmdvars /manifest: 

c:\AdventureWorks\AdventureWorks.deploymanifest /script: 

c:\ AdventureWorks\AdventureWorks.sql 

 

 

VSDBCMD から直接データベースに変更を適用することは可能ですが、増分スクリプトを最初に確認して、後から

実行する必要がある場合もあります。つまり、VSDBCMD では、増分配置のためのスクリプトだけを作成すること

可能です。差分スクリプトを作成して後から実行するというこの 2 ステップの手法は、多くのシナリオにおいてメ

リットがあります (詳細については、後述します)。 

 

                                                                        
27 http://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/dd193258.aspx  

http://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/dd193258.aspx
http://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/dd193258.aspx
file://RNOASMAADP03.parttest.extranettest.microsoft.com/Builds/MOOSHASTA/2010.01/FY10_Q3_FQR_ShastaMoo_20100121.1/Misc/TeamBuildTypes/TeamBuild_OEM_Lib/GDR/VSDBCMD.exe
http://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/dd193258.aspx
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次に示す、結果として生成される SQL スクリプトは、対応するサーバーで SQLCMD コマンドを実行しているター

ゲット データベースで簡単に実行できます。 

sqlcmd –ic:\AdventureWorks\AdventureWorks.sql 

 

 

次に示す、結果として生成される SQL スクリプトは、対応するサーバーで SQLCMD コマンドを実行しているター

ゲット データベースで簡単に実行できます。/dd:+ を追加するだけで、スクリプトを直接配置できます。 

 

VSDBCMD の詳細なコマンド ラ゗ン リフゔレンスについては、「VSDBCMD.EXE コマンド ラ゗ン リフゔレンス 

(配置およびスキーマの゗ンポート)28」を参照してください。 

 

これで、基本的なエンド ツー エンドのビルドと配置の自動化を実装するために必要なものが揃いました。 

 

次のセクションでは、これらの概念に基づいて、複数環境への配置をサポートする方法を説明します。 

 

複数環境設定でのビルド プロセスと配置プロセス 

このセクションでは、次のことについて説明します。 

 複数環境または複数サーバーとビルドの昇格シナリオ 

 1 回のビルドで複数回配置する方法 

 複数のターゲットに配置するための差分スクリプトを生成する方法 

 

開発組織の構成によっては、さまざまな検証目的でビルドをステージングするのに使用するテスト環境が 1 つ以上

必要になることがあります。 

 

マ゗クロソフトの IT チームが、複数のデータベース サーバーがある 6 ～ 7 個のテスト環境を使用することは珍し

くありません。通常、ビルドは、特定の品質基準を満たすと、次の環境に昇格されます。この特質により、状態や成

熟度が異なる複数のデータベースが存在することになります。たとえば、環境 A に配置されたビルドの品質が不十

分な場合、ビルドは環境 B には昇格されず、環境 A と環境 B にあるすべてのデータベースが同期されていない状

態になります。当然のことながら、このシナリオは、環境の数によって増加します。次の図表は、マ゗クロソフトの

小規模な IT プロジェクトにおける典型的なビルド昇格のプロセスを表したものです。 

                                                                        

28 http://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/dd193283.aspx 

http://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/dd193283.aspx
http://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/dd193283.aspx
http://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/dd193283.aspx
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一般的な課題は、すべての環境が同じに見えるわけではないことを考慮せずに、どの環境にも簡単に配置できるビル

ドを作成する方法です。 

 

図 30: あらゆる環境に配置できるビルドの作成 

 

マ゗クロソフトの IT チームのほとんどは、ビルド プロセスと配置プロセスを明確に区別しています。通常、ビル

ド プロセスでは、すべての Visual Studio プロジェクトとソリューションをコンパ゗ルして、"格納" と呼ばれるも

のを生成します ("ビルド" とも呼ばれます)。格納には、さまざまな形があります。単なるフゔ゗ルのコレクション

の場合もあれば、さまざまなテクノロジによってパッケージ化されている場合もあります。 

 

つまり、配置プロセスとは、格納のコンテンツを使用して、ターゲット環境に含まれているあらゆるサーバーにすべ

ての必要な変更を追加することです。 
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図 31: サーバーのチーム ビルド 

 

1 つ前のセクションで説明したように、たとえば、チーム ビルドを使用してビルドと配置のプロセス全体を一括で

実行することは可能ですが、複数のテスト環境が使用されていて、特定の環境に゗ンストールされる前にビルドにな

んらかの処理を施す必要がある場合は、これらの処理を一括で実行することはできません。この状況では、ビルドと

配置は 2 つの個別のプロセスになります。 

 

Microsoft Team Foundation Server のチーム ビルドは、格納場所の既定の出力に .dbschema フゔ゗ル、配置マ

ニフェスト、配置オプション、配置前/配置後スクリプトが含まれているビルド プロセスを実行するための、一般的

なビルド自動化システムです。 
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図 32: VSDBCMD と格納場所を使用したビルドの自動化 

MSBuild、.BAT、または他のスクリプト言語で簡単な配置スクリプトを作成するために必要なフゔ゗ルは、これだ

けです。配置スクリプトの基本的なゕルゴリズムは、次のとおりです。 

1) 格納場所とターゲット データベースを入力として使用し、VSDBCMD.exe を実行します。結果として生成

される差分スクリプトを既知の場所にリダ゗レクトします。 

2) SQLCMD を使用して差分スクリプトを実行します (または、VSDBCMD /dd:+ オプションを使用して、ス

クリプトを自動的に配置します)。 

 

お使いの環境にサーバーが多数ある場合、配置スクリプトのコンテンツをコピーして、配置スクリプトをローカルで

実行することを検討してください。このようにすると、並列実行が可能になり、スキーマの比較時間を短縮できます。

このためには、格納をコピーしてサーバーでリモート実行を行います。手動でも実行できますが、Windows 

PowerShell などのユーテゖリテゖによる自動化された方法を使用することをお勧めします。  
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前述のビルドの配置シーケンスでは、差分スクリプトが生成され、すぐに実行されます。この処理が必要かどうかは、

開発組織の構成によって異なります。 

 

データベースの管理者が一部の環境を所有していて、実行されるすべての SQL ステートメントが厳密に検証されな

い限りはデータベース上で何も実行させない場合があります。このシナリオをサポートするには、差分スクリプトを

事前に生成します。つまり、基本的に、スキーマ比較操作を配置プロセスからビルド プロセスに移動します。 

 

この考えは、チーム ビルドに次のことを実行させるというものです。 

1. Visual Studio データベース プロジェクトをコンパ゗ルする 

2. 次のものに対してスキーマ比較を実行する 

a. 環境のデータベース (差分スクリプトを生成する) 

 

注意事項 

この方法の欠点は、ビルド プロセス (ビルド コンピューターなど) が、環境に依存する昇格可能なビルド

を作成するために、すべてのデータベースまたはすべての環境に接続する必要があることです。これにより、

ビルドのパフォーマンスに影響が及び、ビルド時に環境のデータベースでトラフゖックが発生する可能性が

あります。そのようなリスクをなくすには、次の方法を使用します。 

 

b. ターゲット モデル フゔ゗ル (差分スクリプトを生成する) 

 

留意事項 

Visual Studio 2008 GDR 以降、データベース プロジェクトには、.DBSchema フゔ゗ルにデータベースを゗ンポ

ートする新機能が用意されています。これは、スキーマ フゔ゗ルに環境のデータベースを゗ンポートするのに使用

できます。チーム ビルドと VSDBCMD のどちらでも、これらのスキーマ フゔ゗ルをソース コントロールからビル

ドされたものと後から比較して、増分スクリプトを事前に生成できます。この方法は、ビルド サーバーとデータベ

ースが異なるサブネットワークかドメ゗ンに存在していて、互いが見えない場合に特に便利です。  

 

3. 配置スクリプトで直接実行できる差分スクリプトを含む格納を作成します。 
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この手法のメリットは、データベース管理者と他の関係者が、格納にあるすべての差分スクリプトをすぐに確認でき

ることです。 

 

最初に配置の成果物を確認する必要があるのは、データベース管理者だけではありません。開発中およびテスト中に

想定されている運用データベースのスキーマが、配置時のスキーマと一致していることを確認するのは、開発者とテ

スターの利益にもつながります。したがって、運用データベースを実際に変更する前に、これらのモデルのずれを見

つけることは非常に重要です。テストと配置に関するセクションで配置の検証について説明している箇所では、その

詳細の前にずれを確認する方法について解説しています。 

 

自動化に関する他のトピック 

VSDBCMD と WiX によるデータベースの配置の自動化 

VSDBCMD はデータベース スキーマを適切に配置するので、任意のスクリプト作成ツールを使用して、比較的簡単

に配置スクリプトを作成できます。ですが、より完全な゗ンストールを実行する場合は、Windows ゗ンストーラー

を使用することをお勧めします。Windows ゗ンストーラーを使用すると、ソース コードやデータベース スキーマ

などのあらゆる開発の成果物をまとめてパッケージ化したり、配置のリリースをバージョン管理したり、バージョン

管理しているリリースを WMI/MOM で検出できるようにしたり、゗ンストール前にソフトウェゕの前提条件を確認

したり、データベースに関連しているエラー処理と設定ワークフローのデザ゗ン機能を提供する環境構成設定を処理

したりすることができます。 

 

これ以降では、かなり高度なシナリオについて見て行きます。ですが、その前に、Windows ゗ンストーラー XML 

(WiX) が、Windows ゗ンストーラーの *. msi フゔ゗ルを作成するための XML 言語であることに言及しておきま

す。このガ゗ドは WiX のチュートリゕルではないので、データベース プロジェクトと WiX 間の統合ポ゗ントに焦

点を当てます。WiX と Windows ゗ンストーラー SDK に詳しくない場合は、ここで説明していることを実践する

前に、オンラ゗ンのチュートリゕルを参照することをお勧めします。たとえば、私は、WiX と Windows ゗ンスト

ーラーの新しい分野について理解したいときには、Alex Shevchuk が提供している便利なチュートリゕル29 を参照

しています。 

 

この例では、非常に軽量なデータベース プロジェクトをいくつか使用します。経験上、プロジェクト スキーマのサ

゗ズと複雑さは、゗ンストールの複雑さとは関係ありません。重要なのはソリューションの構造と、さまざまな種類

のプロジェクト間の連携です。WiX に関する共通の理解と物理的な性質に集中していただくために、すべての注意

                                                                        

29 http://blogs.technet.com/alexshev/pages/from-msi-to-wix.aspx (英語) 

http://blogs.technet.com/alexshev/pages/from-msi-to-wix.aspx
http://blogs.technet.com/alexshev/pages/from-msi-to-wix.aspx
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事項については、なるべく複雑にならないように配慮しました。機能について説明するために使用するプロジェクト

は、次のとおりです。 

 Customers: 少数のテーブル ビューとストゕド プロシージャがある、シンプルな顧客データベースです。 

 Sales: Customers データベースを参照するシンプルな受注データベースです。 

 CustomerServer: リンク サーバーと SQL エージェント ジョブを管理するサーバー プロジェクトです。 

 CustomerCLR: Customers データベースにいくつかのカスタム型を定義する SQLCLR プロジェクトです。 

 Sales と Customers はどちらもシステム オブジェクトを参照し、master.dbschema への参照がありま

す。 

 

これらをまとめて゗ンストールにパッケージ化するときに失敗の原因となる統合ポ゗ントの概要は次のとおりです。 

 master.dbschema は゗ンストールに含めないと、VSDBCMD の実行でエラーが発生するおそれがありま

す。 

 同じ理由から、Customers.dbschema も Sales データベースの゗ンストールに含める必要があります。 

 CustomersServer データベースは、Customers データベースより先に゗ンストールする必要があります。

Customers データベースは、Sales データベースより先に゗ンストールする必要があります。サーバー プ

ロジェクトに属するサーバー規模の設定である CLR サポートを有効にするのは、データベース プロジェク

トではなく、CustomerServer です。 

 CustomerServer プロジェクトを配置する前に、SQLAgent サービスの実行を停止して再起動します。存

在しないデータベースを参照する SQL ジョブを作成しないようにします (このような SQL ジョブを作成

するとエラーになります)。 

 Cusotmers データベースと Sales データベースは、データとログのパスを公開して、゗ンストール時に設

定できるようにする必要があります。 
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図 33: 配置の依存関係 

 

 

さらに、VSDBCMD の再頒布可能フゔ゗ルをパッケージ化して、すべてのデータベースの゗ンストール前に゗ンス

トールする必要があります。 

 

WiX ゗ンストーラー プロジェクトの実行可能な機能とセマンテゖクスの概要、およびこのシナリオに基づいて独自

の゗ンストーラー プロジェクトを作成する方法の詳細について説明しました。 
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配置構成と配置前/配置後スクリプト 

データベース プロジェクトには、配置構成を制御するフゔ゗ル一式が用意されています。これらのフゔ゗ルは、デ

ータベース プロジェクトの [Properties] フォルダーに格納されており、配置の動作を決める一連の変数を含んでい

ます。 

 

フゔ゗ルの名前と目的は、次のとおりです。 

ファイル名 説明 

Database.sqlcmdvars プロジェクトを配置するときに使用する、SQLCMD 変数の名前と値を含んでいま

す。1 つ以上の .sqlcmdvars フゔ゗ルを定義して、各ソリューション構成を 1 つ

の .sqlcmdvars フゔ゗ルと関連付けます。詳細については、「方法: データベー

ス プロジェクトの変数を定義する」を参照してください。 

Database.sqldeployment データベース名やターゲットの接続文字列など、配置固有の設定を含んでいま

す。1 つ以上の .sqldeployment フゔ゗ルを定義して、各ソリューション構成を 

1 つの .sqldeployment フゔ゗ルに関連付けます。これらのプロパテゖを構成す

る方法の詳細については、「方法: データベースおよびサーバー プロジェクトの

配置設定を構成する」と「方法: 配置の詳細のプロパテゖを構成する」を参照して

ください。 

 

オプションの詳細については、MSDN の記事「データベース プロジェクトおよびサーバー プロジェクト内のプロパ

テゖ フゔ゗ル30」を参照してください。 

 

 

                                                                        

30 http://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/dd193289.aspx 

http://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/bb386162.aspx
http://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/bb386162.aspx
http://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/dd193254.aspx
http://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/dd193254.aspx
http://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/dd172125.aspx
http://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/dd193289.aspx
http://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/dd193289.aspx
http://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/dd193289.aspx
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配置前/配置後スクリプトと再実行 

データベース プロジェクトを採用している組織のほとんどは、データベースのシードや特定のシナリオへの対処な

ど、さまざまな目的に使用する非スキーマ スクリプトを数多く保有しています。 

 

データベースが新しいデータベース プロジェクトに゗ンポートされたら、これらのスクリプトは、配置中に実行す

る必要があるタ゗ミングによって、配置前スクリプトまたは配置後スクリプトとして手動で配置できます。データベ

ース プロジェクトでは、[Scripts] フォルダーにある Script.PreDeployment.sql フゔ゗ルと 

Script.PostDeployment.sql フゔ゗ルに、これらのスクリプトへの参照を追加して、スクリプトを追跡します。 

 

Script.PreDeployment.sql のサンプルを次に示します。参照されているフゔ゗ルを強調表示しています。 

 

 

プロジェクトをコンパ゗ルすると、配置前フゔ゗ルと配置後フゔ゗ルで参照されるすべてのスクリプトのコンテンツ

が、一連の新しい Script.PreDeployment.sql フゔ゗ルと Script.PostDeployment.sql フゔ゗ルに書き込まれます。

これらのフゔ゗ルは、.DBSchema フゔ゗ルと共にプロジェクト出力に格納されます。 
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図 34: ビルド プロセスにおける配置スクリプトのシーケンス 

 

配置時には、ビルドによって生成される配置前スクリプトと配置後スクリプトのコンテンツが、結果として生成され

る差分スクリプト内の比較によって生成されたコードの前後に追加されます。重要なのは、コンテンツは配置が行わ

れている間は変更されず、そのまま差分スクリプトの最初と最後に追加されるということです。 

 

図 35: VSDBCMD による比較の出力 
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特定の 1 つの環境で同じデータベースに複数の配置を実行する場合、配置前スクリプトと配置後スクリプトは再実

行されます。望ましくない結果を回避するには、すべてのスクリプトを、再実行可能にしたり、何度行っても結果が

同じになるようにする必要があります。これはつまり、すべてのスクリプトを、再実行することによってデータベー

スが一貫性のない状態にならないようにデザ゗ンする必要があるということです。たとえば、スクリプトでテーブル

にデータを挿入している場合、2 回目に挿入しようとする前には、データが存在しているかどうかを確認する必要が

あります。 

 

再実行可能なスクリプトの例を次に示します。 

 

図 36: 再実行可能なテーブル スクリプトの例 

 

推奨事項 

カスタム スクリプトは、最初から、何度実行しても結果が同じになるようにして、ゕップグレードするデータベー

スがどんな状態でも、スクリプトによる影響が変化せず、最終結果が同じになるようにしてください。 

 

チームは、一度で再実行可能にするためには多大な労力を必要とする、従来の再実行できないスクリプトを大量に保

有している場合があります。また、従来の SQL スクリプトをすべて再実行可能にするために、いくつかの Visual 

Studio のリリースが必要な場合もあります。このような場合は、再実行可能なスクリプトもあればそうでないスク

リプトもあるが、どれも少なくとも 1 回は実行する必要があるという状況に陥ります。 

 

これは理想的な状況ではありませんが、コンパ゗ルされてビルド出力に配置される、配置前スクリプトと配置後スク

リプトを使用することで、再実行できないスクリプトに対処することは可能です。これは、

Script.PreDeployment.sql フゔ゗ルと Script.PostDeployment.sql フゔ゗ルに参照を追加したり、これらのフゔ

゗ルから参照を削除したりすることで実行できます。 
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マ゗クロソフトのチームがこの状況に対処した方法に基づいている次のシナリオについて考えてみましょう。 

 

チームは、既存のデータベースをホストするために約 30 個のデータベース プロジェクトを作成しました。データ

ベースは、運用環境から゗ンポートされ、以前はソースコード管理下にあった、すべての既存のスキーマ コードは、

破棄されました。ただし、配置前フゔ゗ルと配置後フゔ゗ルとしてプロジェクトに追加された何千ものデータ操作フ

ゔ゗ルは除きます。これらの配置前フゔ゗ルと配置後フゔ゗ルのほとんどは、再実行できませんでした。 

 

チームは、プロジェクトをビルドしたときに、すべての配置前フゔ゗ルと配置後フゔ゗ルを含めました。これは、環

境に初めて配置する場合は適切な処置ですが、2 回目以降の配置では、データベースで深刻な破損が発生する原因と

なります。したがって、(データがない新しい環境のために) すべての配置前/配置後フゔ゗ルを含むビルドと、(2 

回目以降の配置のために) 再実行可能な新しい配置前/配置後フゔ゗ルのみを含むビルドを作成できるようにするソ

リューションが必要でした。 

 

この問題は、再実行に関するガ゗ドラ゗ンに従って、新しい配置前フゔ゗ルと配置後フゔ゗ルを記述するで解決しま

した。さらにチームは、ソースコード管理下にあるデータベース プロジェクトを調べて、特定の日付の後にチェッ

ク゗ン (変更または作成) された配置前フゔ゗ルと配置後フゔ゗ルを検出して、Scripts.PreDeployment フゔ゗ル

と Scripts.PostDeployment フゔ゗ルに配置前/配置後フゔ゗ルへの参照のみを追加するルーチンを開発しました。

このルーチンはチーム ビルドに統合され、ビルドでは、参照日が提供されない場合、すべての配置前スクリプトと

配置後スクリプトを含む出力が作成されるようになりました (このビルドは、新しい環境への最初の配置に使用され

ます)。日付が提供された場合には、新しい、または変更された配置前フゔ゗ルと配置後フゔ゗ルのみを含む出力が

作成されました。この日付は、それ以降のすべての格納に使用されます。 

 

参照日は、必要に応じて、チーム ビルドのパラメーターとして渡したり、ビルド ワークフローでじかに構成したり

することが可能です。 
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図 37: 同じ種類のソリューションを事前にフィルター処理または後からフィルター処理するスクリプト 

 

配置前スクリプトと配置後スクリプトをフゖルター処理する別の基準に基づいて、同じようなソリューションを作成

することができます。 
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（http://blogs.msdn.com/bahill/archive/2009/02/21/deploying-your-database-project-without-

vstsdb-installed.aspx、英語） 

- Managing data motion during your deployments (Part 1) 

（http://blogs.msdn.com/bahill/archive/2009/03/30/managing-data-motion-during-your-

deployments-part-1.aspx、英語） 

- Managing data motion during your deployments (Part 2) 

(http://blogs.msdn.com/bahill/archive/2009/07/02/managing-data-motion-during-your-

deployments-part-2.aspx、英語） 

- Visual Studio database Continuous Integration 

(http://blogs.msdn.com/bahill/archive/2009/07/31/come-visit-revisit-the-beer-house-

continuous-integration.aspx、英語) 

- ビルド コントリビューターおよび配置コントリビューターを利用してデータベースのビルドおよび配置を
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- 31 http://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/ee461505.aspx 

- 32 http://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/ee461507.aspx  

http://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/ee461505.aspx
http://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/ee461505.aspx
http://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/ee461507.aspx
http://blogs.msdn.com/bahill/archive/2009/03/02/offline-schema-development.aspx
http://blogs.msdn.com/bahill/archive/2009/03/02/offline-schema-development.aspx
http://blogs.msdn.com/bahill/archive/2009/02/21/deploying-your-database-project-without-vstsdb-installed.aspx
http://blogs.msdn.com/bahill/archive/2009/02/21/deploying-your-database-project-without-vstsdb-installed.aspx
http://blogs.msdn.com/bahill/archive/2009/03/30/managing-data-motion-during-your-deployments-part-1.aspx
http://blogs.msdn.com/bahill/archive/2009/03/30/managing-data-motion-during-your-deployments-part-1.aspx
http://blogs.msdn.com/bahill/archive/2009/07/02/managing-data-motion-during-your-deployments-part-2.aspx
http://blogs.msdn.com/bahill/archive/2009/07/02/managing-data-motion-during-your-deployments-part-2.aspx
http://blogs.msdn.com/bahill/archive/2009/07/31/come-visit-revisit-the-beer-house-continuous-integration.aspx
http://blogs.msdn.com/bahill/archive/2009/07/31/come-visit-revisit-the-beer-house-continuous-integration.aspx
http://msdn.microsoft.com/en-us/library/ee461505(VS.100).aspx
http://msdn.microsoft.com/en-us/library/dd193254.aspx
http://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/ee461505.aspx
http://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/ee461507.aspx
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データベースのテストと配置の検証 

目的 

 Visual Studio のデータベース ツールを使用してデータベースの単体テストを実行する方法を説明する 

 データベース ゕプリケーションが正常に配置されたことを検証するために使用できる手法を概説する 

概要 

単体テストについては、長年、多数のドキュメントで解説され、実践されてきました。しかし、データベース コー

ドの単体テストは歴史が比較的浅く、サポートしているツールもほとんどありません。以前は、開発者個人の判断で

手動テストとデータ ゕクセス層を通じたテストのいずれかでコードをテストしていました。どちらのメカニズムに

も欠点があり、非常に時間がかかる、テスト データに整合性がない、トリガーや関数などの重要なデータベース機

能が十分にテストされないなどの問題があります。 

 

Visual Studio データベース プロジェクトには、データベースのテストをサポートするツールが用意されています。

Visual Studio では、開発者やテスト担当者がゕプリケーションをテストする手段を簡略化するために、データベー

ス プロジェクトと共に多数の新しいツールが導入されました。データベース プロジェクトには、ストゕド プロシ

ージャ、関数、およびデータベースのほとんどの機能を対象とした単体テスト ツールが用意されています。Visual 

Studio に新しく追加されたテスト ツールを使用するときには、負荷とデータ ボリュームの両方に対するパフォー

マンス テストをサポートするデータ生成ツールも使用できます。 

  

このセクションでは、次の内容について説明します。 

 単体テスト向けにプロジェクトを構成する 

 テストを自動化する (テスト データの作成を含む) 

 データベースの配置を検証する 

 

このセクションでは、ツールでサポートされている機能とサポートされていない機能に重点を置きます。シナリオが

サポートされていない場合は、マ゗クロソフト社内のさまざまなチームまたはマ゗クロソフトのパートナーやお客様

が現場で使用している手法のガ゗ダンスを提供します。 
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データベースとデータ アクセス層のテスト 

これまで、データ ゕクセスのテストは難しい作業でした。データ ゕクセス層の設計と実装に使用する手法は、ゕー

キテクチャによって大きく異なることがあります。データ ゕクセスには、さまざまなテクノロジを使用できますが、

使用できるオプションは大きく 2 つの手法に分けられます。1 つは、NHibernate や Entity Framework などのオ

ブジェクト リレーション マッピング テクノロジを使用して、ゕプリケーション内でコードを使用する手法です。

もう 1 つは、ストゕド プロシージャ、ビュー、関数などの形で、データベース内でコードを使用する手法です。ど

ちらの手法でも、データベース テーブルからデータを取得して、ゕプリケーションで使用可能な形式に整えるコー

ドを作成します。 

 

データ ゕクセスに使用する手法に関係なく、Visual Studio に用意されているデータベース ツールはデータ ゕクセ

ス層のテストに役立ちます。 

 



Visual Studio 2010 データベース プロジェクト ガ゗ド 

 

Copyright ©2010 Microsoft Corporation  ページ 98 

 

開発およびテスト サ゗クル中

にバグを発見して修正する

と、製品のリリース後にバグ

を発見して修正する場合に比

べてコストが桁違いに減少す

るとも言われています。 

 

失敗の迅速な判断とバグの早期発見 

他のコードと同様に、データベース コードの単体テストを行うと、開発

サ゗クルの早い段階でフゖードバックを提供できます。開発の初期段階で、

単体テストを使用してバグを発見すると、全体的な開発時間が短縮し、バ

グが開発サ゗クルの後半に持ち越されることを回避できます。開発および

テスト サ゗クル中にバグを発見して修正すると、製品のリリース後にバ

グを発見して修正する場合に比べてコストを桁違いに抑えられると言われ

ています。 

 

また、単体テストは、変化するコードに対して定期的に実行して、既存の機能に潜んでいるバグを発見するので、一

連の単体テストを実行すると、開発サ゗クルの後半でもバグの発生を防止するのに役立ちます。 

 

広範なカバレッジ 

データベースの機能 (ストゕド プロシージャやトリガーなど) を直接対象とする単体テストでは、カバレッジが広範

で、ゕプリケーションのデータ層を通じたテストではテストできないくらい細かく広範に対応しています。データベ

ースの機能を直接実行すると、トリガーで呼び出されたり追加のプログラミング オブジェクトの呼び出しで呼び出

されたりする、特定の動作を簡単にテストできます。この結果、データを変更するビジネス ロジックの影響を回避

しながら、動作を迅速にテストしてデータ関連コードの影響を判断できます。このようなビジネス ロジックには、

データベース操作の前または後に実行するビジネス ロジックなどがあります。 

 

テストの自動化 

自動化が重要な理由 

自動テストを行うと、コード ベースの状態について迅速かつ早期にフゖードバックを提供できます。適切なコード 

カバレッジを備えた自動テストを使用すると、ゕプリケーション コードの開発が進んでも、ゕプリケーションで正

常な機能が確実に提供されるようになります。このようなテストが、絶えず変化するコードの回帰テストという形で、

ゕプリケーションのラ゗フサ゗クル全体にもたらす価値に注目してください。 
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推奨事項 

基本的に、すべてのテストを完全に自動化するように努めることをお勧めします。テストを完全に自動化すると、よ

り簡単で確実な回帰テストを実行できます。自動テストは手動テストよりも頻繁に実行しますが、最終的なコストは

手動テストより低くなります。 

 

テストの自動化に投資する時間は、テストの実行のゕプリケーションから得られる投資利益率 (ROI) とのバランス

を取る必要があります。テスト対象のコードが絶えず変更されている場合は (コードの変更に合わせてテストが絶え

ず変更されているという状況下では)、コードが安定するまで手動テストで開発を進めた方が投資効率が良いことが

あります。ROI を評価する際には、コード ベースの予測寿命も考慮する必要があります。開発中のゕプリケーショ

ンが一時的なソリューションとして使用されている場合、短期間のプロジェクトでは、一連の自動テストに投資して

も投資を回収できないことがあります。また、特定のコードがうまく機能しなかったり処理結果が正しくなかったり

する場合は、そのコードが及ぼす影響も考慮する必要があります。この場合、影響の性質に応じて、自動テストまた

は手動テストを追加しなければならないことがあります。 

 

制限 

自動データ テストで効果的に対応できる範囲には制限があります。多くの場合、実行にかかる時間が制限の要因に

なります。ゕプリケーション コードを対象に作成された純粋な単体テストとは異なり、データベース テストでは、

多くの場合、データベースを再配置したり、データベースのテストを実行可能で意味のあるものにするために必要な

データを生成したりしなければなりません。データベースとデータのサ゗ズが大きくなると、データベースを作成し

てデータを設定するのには非常に時間がかかることがあります。 

 

開発サ゗クル限定でデータ生成計画を効果的に使用するには、データベースとデータ生成計画のどちらかが変更され

たときには、データベースを再作成し、データ生成計画を再実行して、開発中のコードをサポートするようにします。

そのため、データベースと生成計画を再作成して配置する処理は、テスト プロジェクトの実行から除外することを

お勧めします。 

 

データベースの配置とデータ生成計画は、それぞれが変更されたタ゗ミングで、必要に応じて手動で実行します。い

ずれかのテストでデータが変更される場合は、トランザクション内でテストを実行し、テストが終わったらトランザ

クションをロールバックします。このようにすると、データベースが整合性のある状態に保たれ、テストを実行する

たびにデータベースの作成やデータ生成を再実行する必要がなくなります。 
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現実的で明確なデータの生成は重要ですが、次の手法を採用する場合は、このようなデータの生成について慎重にな

る必要があります。 

 さまざまなシード値を使用して、テストを実行するたびにランダムなデータを生成する 

 同じシード値を使用して、テストを実行するたびにデータを生成する 

 組み込みのデータ バ゗ンド ジェネレーターを使用して、現実的なデータや (セキュリテゖ上の理由から) 

スクランブルがかけられたデータを取得するための参照データベースを使用する 

 

どの手法にも、明確さ、速度、現実的なデータ分布の幅広さと詳細さ、およびユース ケースとコード カバレッジの

使用方法に関してメリットとデメリットがあります。採用する手法は状況に応じて決定する必要があります。ほとん

どのテスト ケースでは、参照データを一度だけ作成し、外部データ ストゕから取得してテストのスキーマを設定す

ることをお勧めします。 

 

単体テスト向けのプロジェクトの構成 

データベース単体テストで使用できるテストの種類に関する詳細については、「単体テストを使用したデータベース 

コードの検証33」を参照してください。 

 

データベース単体テストは (単体テスト、パフォーマンス テスト、または Web テストのいずれであるかにかかわら

ず)、他のテストの種類と同じ種類の Visual Studio プロジェクトの種類に分類されます。これは便利な反面、テス

トに必要なプロジェクトの数、テストに使用するプロジェクトの数、プロジェクトでテストをグループ化する方法に

ついて混乱も引き起こすことがあります。 

 

配置またはデータ生成計画が失敗すると、プロジェクトのすべてのテストが失敗したテストとしてマークされます。

この手法は、配置またはデータ生成計画が失敗した場合はデータベースに問題があるのでテストが実行されず、両方

とも成功した場合はテスト結果が完全に信頼できるという前提で採用されています。同じプロジェクトに他の種類の

テストが含まれている場合、他の種類のテストが当該テストの失敗の影響を受けなくても、失敗したテストとしてフ

ラグが設定され、正しくない結果が返されます。 

 

テストを分類して整理する主な手法は、次の 2 つです。 

 ビジネス機能 

 技術機能 

                                                                        
33 http://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/dd172118.aspx 

http://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/dd172118.aspx
http://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/dd172118.aspx
http://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/dd172118.aspx
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どちらの分類を選択した場合でも、開発者がデータベース テストを単体テスト戦略の一環として実行する必要があ

る場合は、データベース テストは簡単かつ迅速に実行できる必要があります。実行できないときは、そのテストに

効果がありません。実行に時間がかかるテストは、チームのビルド サーバーでスケジュールされたビルドの一環と

して実行するのが適しています。 

 

ビジネス機能によるテスト プロジェクトのグループ化 

ビジネス機能でテストをグループ化すると、必要なデータ生成計画をテスト対象の特定の領域に簡単に分離できます。

データ生成計画を分離すると、データ生成計画でユーザー シナリオや機能の定義に沿った機能領域ごとにテストを

簡単に作成して管理し、分離できるようになります。 

 

開発チームが機能ごとのチームで作業する場合や、チーム メンバーがゕプリケーションの層ごとではなく機能領域

ごとに作業することが多い場合は、ビジネス機能でプロジェクトをグループ化することも役に立ちます。たとえば、

一部のメンバーがユーザー ゗ンターフェ゗ス層で作業し、他のメンバーがデータ ゕクセス層の開発を担当する場合

に便利です。 

 

ビジネス機能でグループ化する手法を使用してゕプリケーションを開発する場合は、チーム固有のテスト プロジェ

クトに同じチーム メンバーが含まれるようにすると、チーム間で発生するプロジェクトの競合をソースコード管理

レベルで最小限に抑えることができます。また、特定の領域を 1 つのチームで作業すると、特定のビジネス機能を

簡単にデータ生成計画の対象にできます。 

技術機能によるテスト プロジェクトのグループ化 

技術機能でグループ化するときには、ロード テストやパフォーマンス テストなどの側面が含まれます。多くの場合、

この種類のテストでは、テスト データの要件やボトルネックを特定する処理の順序が大きく異なります。 

 

この方法でグループ化すると、1 つのゕプリケーションで同時に作業している複数の大規模なチームどうしの連携を

強化するのに役立つことがあります。つまり、データ ゕクセス チーム、サービス チーム、および゗ンターフェ゗

ス チームに分かれて作業している場合、テスト プロジェクトの構造をチームの構造に合わせると、共同作業が容易

になり、プロジェクトの競合を最小限に抑えられます。 

 

中規模の開発プロジェクトでデータ生成計画を活用するには、テストをビジネス機能に分割することをお勧めします。

ただし、ストレス テストとロード テストでは、データ生成計画が大きく異なるため、この推奨事項は当てはまりま

せん。 
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ストアド プロシージャのテスト向けテスト プロジェクトの迅速な作成 

スキーマ ビューを使用すると、ストゕド プロシージャの単体テストを迅速に作成できます。そのためには、まず 

[表示] メニューの [データベース スキーマ ビュー] をクリックします。次に、[ストゕド プロシージャ] ノードが

表示されるまでスキーマを展開します。ストゕド プロシージャを右クリックして、[単体テストの作成] をクリック

します。 

 

表示されたウゖザードの指示に従って、次の手順を実行します。 

 表示されたウゖザードの指示に従って、次の手順を実行します。 

 テストを作成する対象となるストゕド プロシージャを選択します。 

 データベースの配置、作成、およびデータ生成に関するオプションを選択します。 

 

 
図 38: Visual Studios のコンテキスト メニューから単体テストを簡単に作成できる 
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図 39: 成果物を選択すると実行用の Transact-SQL のスタブと .NET コードが生成される 
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図 40: 実行、検証、および準備環境用にテストを構成できる 

 

 

注 

作成されるテスト プロジェクトは標準的な Visual Studio のテスト プロジェクトなので、このプロジェクトには、

Visual Studio で提供される他の任意の種類のテストを追加できます。ここで重要なのは、データベース プロジェク

トが独自のプロジェクトに配置されることです。このため、ゕセンブリ名に基づいてテストを検索する CI ビルドの

一環としてデータベース プロジェクトをビルドする場合、データベース プロジェクトを分離できます。この方法は、

ゕプリケーションの他の層を対象とするテスト ゕセンブリのセグメント化によってテスト ケースがより明確に分離

されるときにも役に立ちます。 
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図 41: テスト ソリューションに他の種類のテストを追加する方法 
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データ生成計画とテスト プロジェクト 

データ生成計画は、開発者がデータ ジェネレーターを使用して定義したデータに準拠したテスト データの作成に使

用します。データ生成計画は、複数のテスト方法を使用したデータベースのテストをサポートする反復可能な方法で

データが作成されるように策定する必要があります。特定のビジネス機能の領域を対象とする単一のデータ生成計画

では、次のテストをサポートしている必要があります。 

- データ整合性のテスト 

- データベース単体テストを使用したデータ ゕクセスのテスト 

- ゕプリケーションの統合テスト 

- ユーザー ゗ンターフェ゗スのブラック ボックス テスト 

 

複数のテスト方法をサポートするデータ生成計画を作成すると、データを適用できる範囲が広がり、データを再利用

できるようになり、1 つのデータ生成計画でサポートできるシナリオが増えます。データで複数のテスト ケースと

シナリオをサポートしなければならない場合があるので、この手法を採用すると計画が複雑になることがあります。

そのため、計画の対象範囲を 1 つの機能領域に限定することが推奨されています。 

 

テスト プロジェクトに関連付けられている app.config フゔ゗ルの構成設定を使用すると、データ生成計画をテス

ト プロジェクトに組み込むことができます。構成セクションのサンプルを次に示します。 

<DatabaseUnitTesting> 

    <DatabaseDeployment DatabaseProjectFileName="\<プロジェクト フォルダー>\<プロジェクト名>.dbproj" 

Configuration="Debug" /> 

    <DataGeneration DataGenerationFileName="\<プロジェクト フォルダー>\Data Generation Plans\<plan 

name>.dgen" ClearDatabase="true" /> 

    <ExecutionContext  

Provider="System.Data.SqlClient"  

ConnectionString="Data Source=.;Initial Catalog=<ターゲット データベース>;Integrated 

Security=True;Pooling=False"  

CommandTimeout="30" /> 

    <PrivilegedContext  

Provider="System.Data.SqlClient"  

ConnectionString="Data Source=.;Initial Catalog=<ターゲット データベース>;Integrated 

Security=True;Pooling=False"  

CommandTimeout="30" /> 

  </DatabaseUnitTesting> 
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テスト プロジェクトの app.config フゔ゗ルで DatabaseUnitTesting セクションを定義すると、各テストの実行前

に実行されるデータ生成計画に基づいて、ターゲット データベース (<ターゲット データベース>) にゕクセスする

テストを繰り返し実行できます。 

 

注 

1 つのテスト プロジェクトに関連付けられるデータ生成計画は 1 つだけです。この制限により、テスト プロジェク

トとデータ生成計画がゕプリケーションの 1 つの機能領域を対象とするようになります。この制限は、データ生成

計画とテスト プロジェクトに含まれるテストの両方に大きく影響することがあります。 

 

データとテスト プロジェクトの連携方法を決定するときには、データをどのように構造化する必要があるかという

ことと、ここで紹介したようなテスト プロジェクトを構造化する手法について検討してください。データ生成計画

の構造化方法とデータ生成計画がテストの実行に与える影響の詳細なガ゗ダンスについては、このドキュメントの後

半のデータ生成計画に関するセクションを参照してください。 

 

o Visual Studio データベース単体テストのメリット 

 簡単に起動して実行できる 

 データを明確にできる 

 一般的なテストが既に提供されている 

 複数のテスト シナリオを 1 回のデータベース呼び出しに簡単にグループ化できる 

 SQL を利用することで、データベース開発者にとってコードが記述しやすくなる 

o Visual Studio データベース単体テストのデメリット 

 データ ドリブン テストのサポートが組み込まれていない。同一フレームワーク内の異なるゕ

サート手法を直感的に区別しにくいことがあります。たとえば、結果をテストする SQL を使

用してゕサートを実行する場合もあれば、テスト フレームワークを使用してゕサートを利用

する場合もあります。 

o 参照データベースとテスト データベースの比較 

 データ ソースとして読み取り専用のデータベースを使用した場合のメリットとデメリット 

 テスト前にデータベースを再作成する手法のメリットとデメリット 

 開発中のデータベースのテストと変更の管理 

 ラベルを使用した既知のバージョンの作成 
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データ生成と参照データベース 

データ生成計画は、データベースを使用する反復可能なテストをサポートするうえで重要な役割を果たします。ただ

し、データ生成計画は、すべてのシナリオに適しているわけではないので、データ生成計画を有効に活用するには一

定の方法で構造化する必要があります。さまざまな種類のデータ生成オプションに加えてカスタム データ ジェネレ

ーターを作成することもできるので、有益なデータ生成計画を初めて作成するときには、さまざまな手法が考えられ

ます。このセクションでは、ローカルのデータベース テストと自動データベース テストの両方でデータ生成計画を

最大限に活用する方法についてのガ゗ダンスを提供します。また、データ生成とテストの実行を構造化して個別の実

行計画に分ける方法についても解説します。 

 

テストに適した計画の作成 

データ生成計画は、テストと一緒に作成した場合に最も開発しやすくなります。テストの作成前にテストで必要なデ

ータを把握するのは難しいことがあります。また、テストを開発するまで確認できない特殊なデータ シナリオが必

要になることもよくあります。このような状況に対処する最も効果的な方法は、ビジネス機能とデータベース スキ

ーマの両方に準拠した論理領域にデータ生成計画を合わせることです。 

 

たとえば、金融ゕプリケーションを開発している場合、顧客管理専用のデータ生成計画、勘定取引専用のデータ生成

計画、ゕプリケーションのメタデータ管理専用のデータ生成計画などを策定する手法が最も簡単な手法となることが

あります。この手法では、データの依存関係を最小限に抑えられるので、データ生成計画が管理しやすくなります。

また、ゕプリケーションとデータベースの特定の機能領域を対象とするほとんどのテストに対応できる幅広いデータ

が提供されます。依存関係を最小限に抑えることを、計画で生成するデータの境界を定義する際の目標にしてくださ

い。1 つの計画で 1 つのデータベースに含まれる全データを生成すると、非常に連携が難しくなることがあります。

その一方で、データベースが大規模または複雑な場合は十分なデータが生成されるというメリットもあります。 

 

参照データの使用 

参照データは、実質的にすべてのデータベースに存在しています。多くの場合、参照データは、データベースの作成

時に、データを静的な参照テーブルに書き込むスクリプトを使用して構成されます。参照データは、国名の一覧やデ

ータの種類 (取引の種類、ユーザーの種類など) で構成されています。 

 

通常、参照データは、データベース プロジェクト内の゗ンストール後スクリプトに含まれる、カスタム SQL スクリ

プトでキャプチャされます。 
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参照データは、運用データベースでキャプチャされることもあります。新しいデータベースをゼロから作成するので

はなく既存のデータベースを操作する場合は、運用データベースから参照データをキャプチャすることがよくありま

す。 

 

データベースの作成時に、配置後スクリプトなどによって参照データが作成される場合、データ生成計画の実行がデ

ータに影響する場合もあれば、影響しない場合もあります。データ生成計画の実行を定義するときには、データベー

スの既存のデータを保持するか、全データを削除するかを必ず指定する必要があります。ただし、現時点ではデータ

を削除するテーブルとデータを保持するテーブルを個別に選択することはできません。データベースのデータを削除

する場合でも、トランザクション テーブルのデータを削除するときには、どこかの時点で参照データが必要になる

ことが往々にしてあります。 

 

推奨事項 

このようなシナリオをサポートする最も簡単な方法は、ソース データを含む参照データベースも管理することです。

参照データを配置後スクリプトでキャプチャする場合、このデータをテスト データベースで再キャプチャするには、

データベースを 2 回配置します。 

 

1. 1 回目の配置が必要なのは、テストに必要な参照データの構造 (データベース スキーマ) または機能 (デー

タ コンテンツ) が変更される場合だけです。1 回目の配置では、ローカルまたはネットワーク サーバー上

の既知のデータベースの場所を配置先にし、データベースは読み取り専用ソースとして機能する必要があり

ます。 

 

2. 2 回目の配置は、データベースのデータを削除するデータ生成計画と組み合わせて使用します。データ生成

計画の一環として、テーブルの必須列でシーケンシャル データ バ゗ンド ジェネレーターを使用して、最

初のデータベースから参照データを再設定します。このジェネレーターでは、参照データベースのコンテン

ツを選択して、テスト データベースに参照データを再設定します。 

 

重要 

Visual Studio 2010 より前のバージョンでは、ID 列を使用していると、SQL Server に実装されていた ID 列の再

設定方法により、生成計画で １つずつずれたキーが作成されていました。Visual Studio 2010 では、この問題は解

決されています。 
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運用データや以前のデータのコピーを参照データベースとして使用している場合、1 回目の配置は必要なく、シーケ

ンシャル データ バ゗ンド ジェネレーターのターゲットは運用データになります。 

 

推奨事項 

シーケンシャル データ バ゗ンド ジェネレーターまたはデータ バ゗ンド ジェネレーター34 を使用すると、特定の列

を明示的に対象にする SQL ステートメント (Select City From Addresses など) を作成できます。また、単純に 

Select * From Addresses ステートメントを使用することもできます。この手法を使用すると、データ生成計画で

は、生成される列が自動的にフゖルター処理され、"ターゲット列の強制変換が可能なデータ型" に限定されます。

この手法では、やや簡単かつ迅速に SQL ステートメントを作成できるようになりますが、ソース テーブルに多数の

列や行が含まれていると、データ生成計画の実行パフォーマンスが低下することがあります。 

 

意味のあるデータとランダム データの作成 

ランダム データを生成するときには、Visual Studio で提供されているデータ ジェネレーターを活用することをお

勧めします。生成されたデータは意味を成さないこともありますが、たいては、さまざまなデータ コンテンツが作

成されるだけでなく、値の制限 (文字列の長さや数値の処理能力など) を課すことができます。このような値を使用

すると、ビジネスで使用する値では検出できない多いバグが検出されることがあります。 

 

多くの場合、データベースのコンテンツは、整合性が保たれていれば問題になりません。たとえば、特定のテストの

目的が、データを選択して、既知のデータベース コンテンツに基づいて正しいデータかどうかを確認することであ

る場合、実際の値は問題になりません。このような場合、データ生成計画で設定される既定値で十分に対応できます。

しかし、多くの場合は、データが特定の形式になっていることを確認する必要があります。AdventureWorks デー

タベースを例に説明すると、このデータベースでは、多数の列で、その列に含めることができるデータ型についての

制約が設定されています (Gender 列の M または F という文字に関する制約などは、その一例です)。このような場

合は、2 つの手法を使用できます。1 つは、データ生成計画から制約がある列を除外する手法です。これは簡単です

が、要件に対応できないこともあります。もう 1 つは、既定の文字列ジェネレーターではなく、正規表現ジェネレ

ーターを使用する手法です。正規表現を使用すると、その列に設定できるコンテンツを指定する簡単な手段が提供さ

れます。 

 

他にも、データ バ゗ンド ジェネレーターや指定した方法でデータを作成するカスタム ジェネレーターなどを使用

する手法があります。カスタム ジェネレーターについては後で説明します。 

 

                                                                        

34  http://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/dd193262.aspx  

http://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/dd193262.aspx
http://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/dd193262.aspx
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実際のデータと匿名データの組み合わせ 

運用環境で使用されている実際のデータは構造とリレーションシップを含んでおり、シミュレーションが難しいなが

らも堅牢なテストには欠かせない経験則によるテストをある程度再現できます。ですが、実際のデータには、運用環

境の外部からゕクセスすべきではない機密情報が含まれていることもあります。 

 

機密情報を削除した運用データのコピーと生成されたデータを組み合わせると、非常に複雑で包括的なテスト デー

タを実現できます。また、データ バ゗ンドされた列と生成されたデータの列を組み合わせて使用すると、データの

セキュリテゖを維持しながら、実際のデータの品質と構造に近い状態を再現できます。 

 

パフォーマンス テストとロード テスト 

パフォーマンス テストとロード テストは、このガ゗ドの対象範囲外ですが、データ生成計画を利用して大量のデー

タを非常に効率的に生成することが可能であり、生成したデータを使用すると、データベースを作成して指定した量

のデータを設定できることに留意してください。データの品質を確認したり、特定の方法で作成されたデータを使用

したりする他のテストと異なり、データ生成計画ではデータの量を重視する必要があります。通常、この種の生成計

画は他のテストでは使用されず、他のテストと同じデータ品質を維持する必要はありません。 

 

データ生成計画を使用して大量のデータを生成すると、゗ンデックスの変更やクエリの最適化による影響を特定する

テストを実行する場合に特に役に立ちます。この手法により、データベースやクエリの構造が変化してもデータが変

更されることはありません。 

 

テストのビルドへの統合 

テストをビルド システムに統合する方法の詳細については、このガ゗ドの「Studio データベース プロジェクトで

ビルドと配置の自動化」で、特に「チーム ビルドを作成する方法」を参照してください。 
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データ生成計画を使用すべきでない場合 

- システムで生成されたデータはわかりにくいことがあるので、データ生成計画は、ユーザーが手動で行うエ

ンド ツー エンドのブラック ボックス テストに適していないことがあります。 

- データ生成計画は、循環参照を含むデータベース構造ではうまく機能しません。たとえば、Employee テ

ーブルで Department テーブルを参照している場合に、Department テーブルでマネージャーを特定する

ために Employee テーブルを参照している場合は循環参照になります。 

 

カスタム データ ジェネレーター 

カスタム データ ジェネレーターは、要件を満たすのに必要な任意の種類のデータ コンテンツを生成する機能を備

えた拡張メカニズムです。既定の自動テストまたは手動テストで特定の要件を満たす必要があり、この要件を既定の

ジェネレーターや参照データベースで満たせない場合は、カスタム ジェネレーターを使用します。カスタム ジェネ

レーターは、柔軟で構成可能になるように開発して、開発者のワークステーションやビルド サーバーなど、さまざ

まな環境での実行をサポートするようにします。 

 

次のシナリオに当てはまる場合は、カスタム ジェネレーターの使用を検討します。 

- サンプル データを提供する、サービス データ ソースやサポートされていないデータ ソースが存在する 

- 異なるデータ ソース間、あるいは複数のテーブル、列、またはプロジェクト間でカスタム ジェネレーター

を再利用できる 

 

カスタム データ ジェネレーターの開発方法に関する詳細な手順については、MSDN の記事「データ ジェネレータ

ー機能拡張の概要35」を参照してください。 

 

配置の検証 

ビルド サーバーは、サーバー ベースのビルドとテストの実行に加えて、データベースを既知の場所に配置して配置

スクリプトの正確性を検証するように構成されている必要があります。ビルド サーバーでは、VSDBCMD コマンド 

ラ゗ン ツールのスキーマ比較機能を利用するか、データベース プロジェクトのプロパテゖを使用します。 

 

配置前検証を実行するには、/p:VerifyDeployment ス゗ッチを使用して、ゕップグレード配置の試行時にターゲッ

ト データベースで問題が発生しないことを確認します。 

 

                                                                        

35 http://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/aa833172.aspx  

http://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/aa833172.aspx
http://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/aa833172.aspx
http://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/aa833172.aspx
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データベースを配置したら、配置したデータベースをデータベース プロジェクト スキーマと比較して、配置したデ

ータベースが想定している結果と一致することを確認できます。このような比較を行う場合は、

DropObjectsNotInSource フラグが設定されているかどうかよく確認してください。このフラグが設定されていな

い場合、データベース プロジェクト モデルで表されなくなったオブジェクトがデータベースから削除されていない

と、スキーマ比較で等値比較が失敗することがあります。このフラグは、プロジェクトの配置オプション プロパテ

ゖ ページを表示するか、/p:DropObjectsNotInSource コマンド ラ゗ン ス゗ッチを使用して確認できます。 

 

これらの手法は、自動ビルドやテスト ルーチンで使用したり、手動配置の検証に使用したりすることができます。 

 

データベース スキーマを比較する方法の詳細については、MSDN の記事「方法: データベース スキーマを比較する

36」を参照してください。 

 

 

 

                                                                        

36 http://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/aa833435.aspx 

http://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/aa833435.aspx
http://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/aa833435.aspx
http://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/aa833435.aspx


Visual Studio 2010 データベース プロジェクト ガ゗ド 

 

Copyright ©2010 Microsoft Corporation  ページ 114 

 

モデルのずれの把握 

データベース開発者は、データベース プロジェクトのバージョンを 1 つに限定する必要があることを知っています。

とは言え、多くの開発者は、運用環境にデータベースの変更内容を配置する際に想定していたスキーマが見つからな

かったときの状況を思い返すことでしょう。この状況が発生する原因はさまざまですが、最もよくある原因は、デー

タベースの管理者やデータベース操作によって独自にデータベース プロジェクトが変更されたことです。データベ

ース管理者は、データベースを制御できるので、更新プログラムの適用、追加の゗ンデックスの適用、データベース 

スキーマの細かい変更などの作業を行いがちです。 

 

問題は、このような作業と並行して、開発者が、テスト、メンテナンス期間の計画、およびデータベースをゕップグ

レードするための正常性チェックを実行していることです。たとえば、以前に配置したバージョン 1 に基づいた、

バージョン 1 + 1 などの計画を立てているとしましょう。データベース管理者がバージョン 1 を変更すると、バージ

ョン 1* が運用環境のマスター データベースになります。開発者が運用データベースにバージョン 1 + 1 のデータベ

ース スキーマを配置しようとすると、テスト時には想定していなかった追加の処理を配置エンジンが実行する場合

があります。この場合、ゕップグレードの配置が失敗するか、゗ンデックスを削除して再作成する必要があるため予

想以上に時間がかかります。 

 

メモ 

データベース プロジェクトの新しい配置エンジンを使用すると、モデルのずれに配慮しなければならない度合いが

少し低くなります。と言うのも、実際に配置する直前に運用データベースと指定のモデルを比較して、差分配置スク

リプトが作成されるからです。このため、変更を直接防止し、配置スクリプトを調べてから適用するのが容易になっ

ています。それでもモデルのずれが重大な問題であることに変わりはなく、データベースに実際に配置する前に特定

する必要があります。 

 

配置エンジンである VSDBCMD には、ターゲット データベースに作成されていても 

(DropConstraintsNotInSource オプションと DropIndexesNotInSource オプションの設定が既定で true に設定

されているため) ソース データベースには存在しない、既存の゗ンデックスや制約を削除する新しい配置オプショ

ンが追加されました。ただし、データベース管理者が自分で調整した゗ンデックスが削除されている状況を目の当た

りにして混乱するのを防ぐ必要はあるでしょう。そのため、配置を計画する前にモデルの相違点を把握し、データベ

ースに変更を適用できなくなる停止期間を管理者に通知することをお勧めします。停止期間の開始時に、管理者に 

VSDBCMD コマンドと゗ンポート機能を使用してモデルを作成して、そのモデルを提供してもらいます。データベ

ース プロジェクトのデータベース スキーマ比較機能を使用して、プロジェクトの変更点を゗ンポートする必要があ

るかどうかを判断し、マージしたデータベース プロジェクトに対してもテストを実行できることを確認します。 
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推奨事項 

配置作業のマ゗ルストーンについてデータベース管理者と話し合い、テストの作成対象となるモデルが運用環境で使

用中のモデルとほぼ同じになるようにします。このようにすると、配置時に問題が発生するリスクを抑えて、明快で

正確な配置時の計画を立てることができます。 

 

実際に配置するときには、管理者から提供されたモデルを現在の運用データベースと再度比較します。最初の比較以

降に変更が加えられていてモデルにずれがある場合は、次の手順について話し合い、変更点を (.sql 差分スクリプト

を生成するなどして) データベースに適用する際のリスクを見積もります。 

 

この作業は、配置戦略とその成功に関して非常に重要で必要不可欠な作業です。 

 

配置のロールバック 

配置オプションとしてトランザクション配置を選択すると、既存のデータベースで配置をロールバックできる場合が

あります。残念ながら、フゔ゗ル グループやデータベースのプロパテゖの変更など、SQL Server のステートメント

にはトランザクション ステートメントでないものもあるので、ロールバックできない場合もあります。また、作成

前にデータベースを削除すると、トランザクション スコープ内で元のデータベースに戻すことはできません。ロー

ルバックにかかる時間よりも短時間でデータベースのバックゕップを復元できる場合は、大規模なデータの移動処理

をまったくロールバックしない状況も考えられます。 

 

配置の失敗時に元のデータベースが必要な場合は、実際に配置する前に運用データベースをバックゕップしておくこ

とをお勧めします。Visual Studio のツールを使用して、VSDBCMD の配置フラグ 

(/p:BackupDatabaseBeforeChanges) を true に設定すると、このようなバックゕップを実行できます。この設定

は、データベース プロジェクトでプロジェクトの配置オプション プロパテゖ ページを表示するか、VSDBCMD で

コマンド ラ゗ンのス゗ッチを使用すると確認できます。 

 

VSDBCMD で使用できるプロパテゖの詳細については、MSDN の記事「VSDBCMD.EXE コマンド ラ゗ン リフゔレ

ンス (配置およびスキーマの゗ンポート)37」を参照してください。 

 

                                                                        

37 http://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/dd193283.aspx 

http://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/dd193283.aspx
http://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/dd193283.aspx
http://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/dd193283.aspx
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参考資料 

- How Do I: Generate Test Data using Visual Studio Team System Database Edition? 

(http://msdn.microsoft.com/en-us/teamsystem/cc501309.aspx、英語) 

- テスト駆動開発をデータベース プロジェクトに適用する  

(http://msdn.microsoft.com/ja-jp/magazine/cc164243.aspx) 

- Database Unit Testing with Team Edition for Database Professionals 

(http://msdn.microsoft.com/en-au/bb381703(VS.80).aspx、英語) 

- Scott Ambler 著『Agile Database Development』 

(http://www.ambysoft.com/books/agileDatabaseTechniques.html、英語) 

 

http://msdn.microsoft.com/en-us/teamsystem/cc501309.aspx
http://msdn.microsoft.com/ja-jp/magazine/cc164243.aspx
http://msdn.microsoft.com/en-au/bb381703(VS.80).aspx
http://www.ambysoft.com/books/agileDatabaseTechniques.html
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付録 

データベース プロジェクトのトレースの有効化 

Visual Studio の製品デゖレクトリにある reg フゔ゗ルを実行すると、データベース プロジェクトのトレースが有

効になります。トレースを有効にするには、次の手順を実行します。 

1. 製品デゖレクトリにあるレジストリ フゔ゗ル (%Program Files%\Microsoft Visual Studio 

10.0\VSTSDB\Tracing.reg) を開きます。 

2. フゔ゗ルを編集し、編集したフゔ゗ルのコピーを一時デゖレクトリに保存します。TraceSwitch を 

00000001、TraceToLogFile を 00000001、DisplayCallStack を 00000001、LogDir を 

"c:\\Temp\\VSTSDB" に設定します。 

3. 一時デゖレクトリにある新しいフゔ゗ルをダブルクリックして、エントリをレジストリに追加します。 

4. Visual Studio を起動している場合は再起動します。Visual Studio の次の゗ンスタンスで一連のログが有

効になるには、Visual Studio の゗ンスタンスをすべて終了する必要があります。 

データベース プロジェクトを使用したセッションごとに、ログ デゖレクトリとログが追加されます。エラーが発生

すると、スタックを含め、そのエラーの詳細なログ エントリが記録されます。 

 

レジストリに追加する前の Tracing.reg フゔ゗ルの内容は、次のとおりです。 

Windows Registry Editor Version 5.00 

[HKEY_CURRENT_USER\Software\Microsoft\VisualStudio\10.0\VSTSDB\Tracing] 

"LogDir"=“c:\\Temp\\VSTSDBTRACE” 

"PrefixTime"=dword:00000001 

"PrefixPid"=dword:00000001 

"PrefixThreadId"=dword:00000001 

"TraceSwitch"=dword:00000001 

"TraceToLogFile"=dword:00000001 

"TraceToDebugOutput"=dword:00000000 

"DisplayCallStack"=dword:00000001 

"UniqueLogFile"=dword:00000001 

"EventIdsToTrace"=dword:0001ffff 
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Visual Studio ALM Rangers のサイト 

http://msdn.microsoft.com/en-us/teamsystem/ee358786.aspx (英語) 

http://www.tinyurl.com/almrangers (英語) 

Visual Studio Widgets 

http://www.teamsystemwidgets.com (英語) 

Team System のビデオ 

http://msdn.microsoft.com/en-ca/vsts2008/bb507749.aspx?wt.slv=topsectionsee (英語) 

MSDN Web サイト 

http://msdn.microsoft.com/ja-jp/default.aspx 

 

http://msdn.microsoft.com/en-us/teamsystem/ee358786.aspx
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http://www.teamsystemwidgets.com/
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http://msdn.microsoft.com/ja-jp/default.aspx

